
3月15日のはたちを祝う式典にて
関連 /P3~5「はたちのスタート」
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 あなたに届ける まちの情報 ・ 話 題にしたくなる まちの広報
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㊤講演する小西さん
㊨令和 8 年の企画委員

眞
柴
さ
ん

田
中
さ
ん

は た ち の ス タ ー ト。
一
生
に
一
度
の

　
　

節
目
の
出
発
式

　

３
月
15
日
、
丹
後
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
は
た
ち
を
祝
う
式
典
」。
市
は
、
進
学

や
就
職
で
社
会
経
験
を
積
ん
だ
は
た
ち
の
若

者
た
ち
が
、
自
分
の
未
来
を
切
り
開
き
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
、
毎
年
春
に
式
典
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
、
は
た
ち
を
迎
え
た
京
丹

後
の
若
者
は
４
８
２
人
。
そ
の
う
ち
４
０
５

人
が
式
典
に
参
加
し
、
華
や
か
な
振
り
袖
や

袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
久
し
ぶ
り
の
仲

間
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
昨
年
に

続
き
、
は
た
ち
に
な
っ
た
若
者
の
中
か
ら
公

募
で
選
ば
れ
た
８
人
が
企
画
委
員
と
な
り
、

市
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
協
力
し
な
が
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
式
典
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
企
画
委
員
が
司
会
進
行
を
務

め
、
E
A
S
E
（
丹
後
吹
奏
楽
団
）
の
デ
ィ
ズ

ニ
ー
メ
ド
レ
ー
の
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。
本
市

出
身
で
教
育
現
場
で
I
C
T
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
小こ

に
し西
梢こ

ず
え恵
さ
ん
に
よ
る
講
演
や

委
員
が
企
画
し
た
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
、
抽
選
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
西
さ
ん
は
講
演

で
、
こ
れ
か
ら
の
人
材
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ

ル
や
創
造
性
を
ウ
ェ
ブ
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
な

ど
を
使
っ
て
解
説
。
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し

て
活
躍
す
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル

を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
は
た
ち
を
代
表
し

て
眞ま

し
ば柴
澪れ

の
ん音
さ
ん
と
田
中
淳じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
が
、「
は

た
ち
の
主
張
」
を
発
表
。
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
と
将
来
の
夢
を

力
強
く
語
り
ま
し
た
。
中
山
市
長
は
祝
辞
で

「
何
気
な
い
よ
う
に
見
え
る
日
々
の
生
活
の

中
に
多
く
の
喜
び
や
感
謝
、
感
動
を
見
い
だ

し
、
そ
れ
を
育
み
、
積
み
重
ね
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

一
生
に
一
度
の
節
目
の
出
発
式
。
こ
の
日
、

は
た
ち
の
若
者
た
ち
が
新
た
な
人
生
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

（
写
真
特
集
は
次
㌻
）

 令和８年 京丹後市「 はたちを祝う式典 」

はたちの主張
全文
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京丹後フィルムコミッション
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06 令和８年度 予算
　　　　　　　　 今年度の予算を詳しく

13 丹後リビングラボ２０２６
　　　　　　　　 キックオフイベントを開催

20 クマによる被害を抑えるために
春から秋にかけてクマの活動が活発に
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16 卒業生に贈るエールの言葉
今月のピックアップ写真

京丹後をロケ地にした映画

「幕末ヒポクラテスたち」 の紹介

注目

市トピ

情ガイド

広報京丹後が
スマホでも
読めます！

はたちのスタート（写真特集） 04

21 各部署が移転します
人事異動、 新部署の案内　ほか情ガイド

34 相続登記の話をしよう。
空き家を活用するという選択 ⑩

はたちを迎えたみんなの 「ハレの日」 を撮影

　道の駅丹後王国「食のみやこ」に、新たな遊具エリアが完成し
3 月 20 日、記念式典を開催しました。平成 16 年の台風 23 号
により被災した王国展望台を解体し、新たに地形を生かした全長
約 70㍍・高低差約 20㍍のロングスライダーやふわふわドームな
どの遊具、また、授乳室やトイレを改修した休憩棟などを 3 年か
けて整備。式典では、テープカットに合わせて子どもたちが風
船を空高く飛ばし、完成を祝いました。

丹後王国「食のみやこ丹後王国「食のみやこ」」にに

遊具エリアが遊具エリアが
新たにオープン！新たにオープン！

丹後王国「食のみやこ丹後王国「食のみやこ」」にに

遊遊具具エエリリアアがが
新たにオープン！新たにオープン！

式典のテープカットの様子

サイコーにサイコーに楽しい！

遊ぶ子たちに聞いた！

　オープン当日も合わせた3連休は
大盛況で、3 日間で5千人以上が訪
れました。（対前年度比２倍）遊ぶ
子どもたちに感想を聞くと、走り回
りながら「サイコーに楽しい！」と
答えてくれました。
ぜひ、家族でお越
しください。

　　  詳細▶

ふわふわドーム（奥は複合遊具）

ロングスライダー
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はたちのスタート。

特集 ／ 令和 8 年 京丹後市「はたちを祝う式典」
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問 財政課 ℡ 0772-69-0160

歳出のグラフ

歳出

人件費
80.1億円

扶助費
51.8億円

公債費
45.3億円

普通建設事業費
56.4億円

物件費
77.7億円

補助費等
54.3億円

繰出金
28.6億円

その他
21.7億円

その他
経費

43.9％

投資的
13.5％

義務的
経費

42.6％

　令和8年度は、第3次市総合計画・基本計画に沿った施策の実
現、歳出全体の見直し徹底と総合的な財政強靭化の推進を図り
ます。予算額は、前年比9.9㌫増の415億9,000万円となり、
特別会計と企業会計を合わせた総額は754億
７,598万円となりました。

詳しくは
コチラ

415億 9,000万円

令和 8年度一般会計予算の概要

特別会計 147億 9,880 万円

企業会計 190億 8,718 万円

骨
格
予
算

骨
格
予
算

骨
格
予
算

骨
格
予
算

旧町打ち切り分を
含まない数値
311.3億円

373.6

356.3353.2

323.2
338.1336.7

325.9
315.6319.1

341.9

314.0306.3312.7
293.4299.6

283.3288.3284.5289.8

356.0

400

350

300

250

~~

450

415.9

新最終処分場、竹野川衛生
センター長寿命化増額分
を除くと前年比 4.3㌫増加

0

骨
格
予
算

これまでの予算額の推移
435.7

4.34.3㌫増㌫増
 387.6

378.3

 371.5

 第3次京丹後市総合計画・基本計画の4つの基本戦略

つなぐ

まちの「宝」を未来につなぐまちの「宝」を未来につなぐ
持続可能なまちづくり持続可能なまちづくり

かせぐ
多彩な資源を活かして多彩な資源を活かして

地域経済を強靭化地域経済を強靭化
かせぐ地方創生のかせぐ地方創生の

まちづくりまちづくり

はぐくむ

まちの将来を担うまちの将来を担う
人材育成のまちづくり人材育成のまちづくり

ささえる
安全・安心で誰ひとり安全・安心で誰ひとり

置き去りにしない置き去りにしない
支え合い・助け合いの支え合い・助け合いの

まちづくりまちづくり

令和8年度 京丹後市一般会計予算の概要

～ みんなの夢と希望があふれ、笑顔がいっぱい世界に輝くまちへ ～ ～ ～ みんなの夢と希望があふれみんなの夢と希望があふれ、、笑顔がいっぱい世界に輝くまちへ笑顔がいっぱい世界に輝くまちへ ～ ～  

持続可能で豊かな「充実循環」へ持続可能で豊かな「充実循環」へ持続可能で豊かな「充実循環」へ持続可能で豊かな「充実循環」へ

6

令和8年度予算令和8年度予算

合併直後の時期

「充実循環」 関連  ～ これまでの財政規模・体質の強化の状況 ～ 

当初予算規模

貯金（基金）残高

負債（市債）残高

実質公債費比率

約 300億円 前後

将来負担比率

 R8年度予算編成時

約 30億円 強 （合併直後）

約 460億円 （合併直後）

16.8 （H17年度）

179.4 （H19 年度）

約 400億円規模

約 80億円弱（R7年度見込み）

約 390億円弱（R7年度見込み）

13.1（R6年度決算）

126.1 （R6年度決算）

項 目

※ 「実質公債費比率」と「将来負担比率」は基本的にともに低いほうが望ましい

（参考）

歳入のグラフ

依存財源
69.6％

自主財源
30.4％

地方交付税
154.5億円

市債
41.1億円

国庫支出金
44.9億円

府支出金
26.4億円

市税
53.2億円

繰入金
31.9億円

寄附金
26.0億円

使用料及び
手数料
5.9億円

その他
22.6億円

分担金及び
負担金
1.9億円

その他
7.5億円

歳入

450

令和 8年度予算編成方針

会 計 名 称

特 

別 

会 

計

一 般 会 計

国民健康保険事業

国民健康保険直営診療所事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

介護サービス事業

工業用地造成事業

宅地造成事業

市民太陽光発電所事業

峰山財産区

五箇財産区

特 別 会 計 合 計

水道事業

下水道事業

病院事業

企 業 会 計 合 計

9.9
△ 2.5
29.7

2.9
1.9

16.4
△ 78.9

△ 0.6
0.0

△ 11.1 
0.0
0.3

△ 0.6
△ 0.1

5.8
2.7

      6.1

企 

業 

会 

計

会 計 名 称

令和 8年度 令和 7年度 増減率（㌫）

378 億 3,000 万円

61 億 3,000 万円
2 億 3,200 万円

10 億 7,100 万円

69 億 7,700 万円
1 億 6,500 万円

7,600 万円

5,070 万円
4,800 万円

540 万円

60 万円
147 億 5,570 万円

27 億 5,303 万円
66 億 688 万円

92 億 1,803 万円
185 億 7,794 万円

     711 億 6,364 万円

会計別予算額 ※企業会計の合計は収益的および資本的支出の合計額

415 億 9,000 万円

59 億 7,700 万円
3 億 100 万円

11 億 200 万円

71 億 700 万円
1 億 9,200 万円

1,600 万円

5,040 万円
4,800 万円

480 万円

60 万円
147 億 9,880 万円

27 億 3,686 万円
66 億 108 万円

97 億 4,924 万円
190 億 8,718 万円

     754 億 7,598 万円

　令和8年度は、引き続き市民皆さん
の安全安心、生活や生業・事業をしっ
かりと支えながら、同時に山陰近畿自
動車道の全市的なルート決定も見据
え、将来ともさまざまな活力を引き入
れていく「大交流のまちづくり」に向
け、第3次総合計画・基本計画に基づ
き、市全体で多彩なネットワーク化を
進め、市域全体のまちの活力と賑わい
を創り、将来に育み伝えていくまちづ
くりをしっかりと進めていきます。

　予算編成にあたり、歳入は、合併特
例対策基金などの活用終了を迎えた
ものの、地方交付税などの依存財源、
ふるさと納税や市税などの自主財源
ともに充実・増加を図り、歳入全体の
安定的な充実確保を図ることができ
ました。一方、歳出については、物価な
どの高騰による経常経費の大幅な増
加がある中、市民利便の確保に適切に
配慮の上、歳出全体の効率化を徹底し
て行い、市民本位の効果的な予算編成
を行いました。また、財政調整基金は

約10億6千万円で、編成時での
例年同等規模の年度末現在高
を確保するとともに、市債
残高（一般会計）も昨年よ
り0.3 ㌫ 減 の 約387億9
千万円としているなど、
財政規律にも十分に配慮
しております。
　今後とも、総合的な財政
強靭化の充実強化を進め、
持続可能で安定的に「充実循
環」していく行財政の基盤づく
りを着実に推進します。
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令和8年度予算令和8年度予算



若者のチャレンジを応援する京丹後市未
来チャレンジ交流センターと地域、大学
が連携するフィールドワークなどの実践
活動を支援する「京丹後市夢まち創り大
学」を運営し、高校生や大学生などの若者
に対して、地域への活動などを一体
的に支援 1,528 万円

未来創生まち創り人材育成事業

地域の身近な課題や生活課題などに即した学習機会を提供し、学習
環境の整備・充実を図る

352 万円

京丹後市民大学を開催

roots

　　❷　　　　　　　　　　　　　支え合い・助け合いのまちづくりささえる 安全・安心で誰ひとり
置き去りにしない

 新しく「京丹後・エジプト国際交流事業」として、万博での学びの深
化やエジプトの小中学生とのオンライン交流など、文化理解と英語
による対話の実践を追加 3,648 万円

グローバル人材の育成

16人を継続し、新規に８人を配置
5,504万円

地域おこし協力隊を配置

令和 8 年度予算（主な項目を紹介）

中学校のテストの採点を効率化
テストの採点補助システム

47万円

生成AIを活用した認知症相談システム運用経費

122 万円

認知症高齢者等の相談支援事業

外国人留学生を対象とした介護事業
所への訪問・見学ツアーを企画し、介
護事業所の人材確保を支援

外国人留学生マッチング支援

各町に6カ所設置している「地域共生ステーション」を拠点に、関係
機関と連携して、地域で支え合う仕組みづくりを推進。また、制度
や窓口につながりにくい人を支援するため、見守りや訪問、アウト
リーチ、居場所や活動への参加につなぐ支援など切れ目のない継続
支援を実施 4,896万円

重層的支援体制による支援

がん患者の治療と社会参加の両立、在宅の療養生活を支援

149 万円

がん対策推進事業

39 万円
介護事業所バスツアー

市民に身近な生活道路などのインフラを引き続き整備

1億1,000 万円

地域協働型小規模公共事業

気象情報や災害情報、避難情報などの情報
を伝え、ハザードマップや河川水位、監視
カメラ画像などの水防情報の閲覧、グルー
プ内のSOS発信（安否確認）機能を有する
防災アプリの運用保守

防災アプリの運用

211万円

障害児通学支援や福祉タクシー利用料・ガソリン費用助成、福祉機
器等購入助成など障害のある方の
日常生活を支援 1億 4,426万円

障害のある方の日常生活等を支援

震災記念館の防水シート・雨樋補修を実施し保
全管理を行う。また、耐震化・利活用検討事業を
進める

1,596万円

丹後震災記念館耐震化・利活用検討

丹後震災から100年目の節目を迎えるにあたり、防災に関係する
多くの組織・団体による（仮称）丹後震災100年記念事業実行委員
会に補助金を交付し、震災の記憶を風化させることなく次世代に伝
え、さまざまな防災・減災に向けた取り組みを支援

（仮称）丹後震災100年記念事業実行委員会補助金

200 万円

全国のローカル鉄道関係者と鉄道ファンが集うサミットを京都丹
後鉄道網野駅開業100周年事業と
連携して実施 50 万円

全国ローカル鉄道サミット大会補助金

若者や女性など多様な人材が活躍する
持続可能な地域づくりを推進

8,661万円

新たな地域コミュニティ活動の推進

移住や空家に関する相談対応、現地案内や伴走支援、情報発信や啓
発、二地域居住などに関する一体的な相談窓口を設置

移住・空家相談窓口の設置

1,431万円

地域活動、空家利活用、事業所などの担い手として期待される二地
域居住による関係人口の創出と拡大を促進するため、地域課題の
解決に向けた取組と市外人材のマッチングを支援

264万円

二地域居住等コーディネート事業

空家の建物外観調査や空家等管理活用支援法人と連携し、セミ
ナー開催などの啓発を実施

空家所有者等啓発事業

468 万円
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物価高騰から“生活と生業”を全力
で支える！

物価高騰対策

4つの基本戦略  
（主な項目を紹介）

 新事業  拡充事業  デジタル化関連事業

小学校は国の学校給食費負担軽減支援事業と併せて、今年度は保護
者負担をゼロに。中学校は給食費の保護者負担を1食200円にし、
食材費との差額を支援 1億7,228 万円

　小・中学校給食の保護者負担軽減

児童生徒の安全のため、小中学校、1校につき防犯カメラ2カ所、カ
メラ付きインターホン1台を設置 1,780 万円

　学校防犯カメラ・カメラ付きインターホン整備

物価高騰により厳しい経営状況にある医療機関などへの負担軽減
を図る支援事業を実施 2,789 万円

　医療機関物価高騰対策支援給付金

市民生活を支援するため、10~12月分の水道料金の基本料金を
免除。また、水道未普及地区の世帯へ水道基本料金相当額（消費税
相当額分を含む）を支給 6,603 万円

　水道料金（基本料金）の3カ月分を免除

地域コミュニティ機能を維持するため、地区が行う集会施設などの
整備を支援 2,880 万円

　物価高騰対応地域集会施設等整備費補助金

市内企業などが行う経営革新などに向けた設備投資を支援

2,600 万円

　製造業経営基盤強化推進事業補助金

❶　まちの将来を担う 人材育成のまちづくりはぐくむ

目指せ子育て環境日本一！

U･Iターンで市内に移住する者の奨学金返済を支援

5,933 万円

定住促進のための奨学金返還支援制度

乳幼児から18歳年度末までの子どもと市民税非課税世帯に扶養
される22歳までの大学生などに係る医療費の自己負担額の一部
を助成

子育て支援医療給付費

支給したタブレットに見守り・相談アプリを導入し、日々の健康観
察、児童生徒からの相談を匿名チャットで実施

626万円

見守り・相談アプリの運用

不登校対策として、教室に入りにくい生徒の
居場所を確保するため、仮想空間上の教育支
援センターを開設

仮想空間に教育支援センターを設置

1億 6,489 万円

99 万円

全ての子どもの育ちと子育て家庭を支援するため、未就園児など
を対象に、保護者の就労要件を問わず時間単位などで柔軟に利用
できる新たな通園制度 242 万円

こども誰でも通園制度

子どもの放課後や休日の遊び場と居場所づ
くりなどの費用を支援するための補助金を
創設 432 万円

こどもの居場所づくり支援事業

支援を必要とする世帯の居宅へ訪問支援員が訪問し、家事や子育
てをサポート

107万円

子育て世帯訪問支援事業

子育て短期支援事業に夜間養護を新たに実施。また、委託事業所に
専従職員を配置し、ニーズに応じた
支援ができる体制を構築する 543 万円

子育て短期支援事業

高齢者（満75歳以上）の外出支援の一助とするため、タクシー代割
引チケットを販売 392 万円

　高齢者外出支援

大学生等を扶養する保護者に、大学生等が医療機関を受診した際の
医療費の自己負担分の一部を支援 1,200 万円

　大学生等医療費支援
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令和7年度 一般会計補正予算 

 新事業  拡充事業  デジタル化関連事業

　❸　　　　　　　　　　　　　かせぐ地方創成のまちづくりかせぐ

ふるさと納税50億円を目指して

3,078 万円

令和 8 年度予算（主な項目を紹介）

ふるさと産品創出支援事業
補助金　2,000万円
ふるさと産品生産強化等支援
事業補助金　2,000万円
地域活性化推進事業補助金
　3,000万円

多彩な資源を活かして
地域経済の強靭化

ふるさと応援のためのシティプロモーション

を実施

全国初の「美食都市アワー
ド」受賞による評価を生か
し、官民連携による持続的
なまちづくり・産業振興を
推進。「美食×健康長寿」の
地域ブランド確立を目指す

美食都市のまちづくりの推進

2,628 万円

丹後機械工業協同組合が実施する、市内機械金属関連事業者の新分
野展開や販路開拓に加え、素材供給や加工、配送機能を備えた共同
利用拠点の整備を支援

機械金属業振興事業

周年養蚕技術を獲得した事業者を核に「京丹後・新シルク産業クラ
スター」を形成し、本市に蚕業イノベーションを創出

蚕業イノベーション創出事業

230 万円
絹織物の産業基盤を持つ京丹後に、

繭を活用して産業化に取り組む企業

や研究機関などの立地を図り、産地

織物業への貢献と京丹後産シルクを

発信・拡販を目指す

網野温泉プールの耐震化検討のため、耐震診断を実施
網野温泉プールの耐震検討

1,650 万円

市内の民間企業などが企業の成長を後押し、牽引する高度な知見や
経験を有する人材および新たな人材を雇用、確保する事業を支援

企業人財確保支援事業補助金

115万円

新規創業者や事業承継を行う者への支援を行い、新規創業や新産業
の創出、地域経済の活性化を図る

創業等支援補助金

500 万円

新商品開発や販路開拓、知的財産権取得の取り組み、織物業や機械
金属業などの製造業における経営基盤と競争力強化のための設備
投資など市内商工業者の新たな取り組みを支援

商工業支援事業

2,870 万円

6,421万円

ビーチの国際環境認証であるブルー
フラッグ認証取得を目指す浜詰区に
対して、認証取得に必要な取り組み
に係る費用を支援

ブルーフラッグ認証取得支援事業補助金

373 万円

2027年5月に開催予定のワールドマスターズゲームズ関西関連
事業プレ大会として3大会を開催

ワールドマスターズゲームズ関西の推進

2,048 万円

宿泊客数が減少傾向にある中、緊急対策として、過去に「尾張弁」と
「丹後弁」の共通性の研究なども行われた実績があり、
関係性のある愛知県を対象エリアとした誘客キャン
ペーンを実施する市観光公社を支援

愛知県誘客連携プロジェクト

1,500 万円

男性の長寿世界一としてギネス認定を受けた木村次郎右衞門翁の
伝記を作成

木村次郎右衞門翁伝記作成

153 万円

5月 / カヌーマラソン選手
権大会、SUPジャパンオー
プン大会
8月 / アジア選手権大会

一斉クリーン作戦やワンハンドビーチクリーン事業の実施等、砂浜
海岸の保全活用を促進、また、安全安心な海水浴場の開設を支援

日本一の砂浜海岸づくり

2,160 万円

京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会、丹後100kmウルトラマラ
ソン大会、丹後大学
駅伝、パラスポーツ
講習会・体験会

ジオパークの魅力を生かしたスポーツイベント

369 万円

環境に配慮した農業と消費者から選ばれる産地づくりを推進
・水稲有機栽培講習会の開催
・オーガニックライフスタイルEXPO出展
・京丹後オーガニックアクション活動
・有機農業拡大支援事業補助金 など

有機農業の推進

599 万円

AIやICT等先端技術を有する機械の導入を支援し、省力化によるコ
スト削減や機械オペレーターの負担軽減を図る

スマート農林水産業実装チャレンジ事業補助金

558 万円

JA京都との包括連携協定の推進

34万円

      ❹　まちの 「宝」を未来につなぐ 持続可能なまちづくりつなぐ

京丹後大宮ICから延伸中の山
陰近畿自動車道

市民の暮らしを豊かにする基盤整備

8,205万円
山陰近畿自動車道の早期実現

158 万円

（仮称）網野交流センター・交
流広場の整備推進

340 万円
宇川地区交流拠点施設の整備
検討

アグリセンター大宮の照明ＬＥＤ化

5,960 万円

森林環境整備、森林環境整備促進対策事業補助金、丹後王国「食のみ
やこ」森林環境整備工事、ブナ林観察会

森林環境整備

3,862 万円

生活衛生関係の整備事業を推進

新最終処分場の整備
市内で発生する不燃ごみ等の安定した処理を図るため、市一般廃棄
物処理基本計画に基づき、新たな最終処分場の整備を実施

5 億 9,679 万円

竹野川衛生センターの
長寿命化
竹野川衛生センターの長寿命化と安定稼働につなげるため基幹的
　設備改良工事を実施

22億 3,088 万円

市内に所在する貴重な文化財を後
世に残すために、修理や保全に係
る事業を支援

【対象】社寺、絵画、美術工芸品など

指定文化財の保存の支援

429 万円

古墳に関するトークショーなどのステージイベントや、地元業者に
よる物販、キッチンカー出店、自治体ブースなどを予定
・令和8年10月頃を予定

（仮称）網野銚子山古墳フェス

109 万円

文化芸術によるまちづくり

3,327万円京丹後アートフェスティバル
▶　301万円
丹後で福祉とアートをつなぐ
実行委員会補助
▶　20万円
おとまち響プロジェクト
▶　15万円
市文化芸術のまちづくり推進
会議、文化芸術振興審議会開催
▶　37万円　など

DX推進によるサービスの向上

証明書コンビニ交付
マイナンバーカードを活用した証明書コンビニ交付システムを運
用、今年度から所得証明書、課税証明書の追加

535万円

公共施設予約システム
オンラインで施設予約から決済まで可能なシステムの運用

396万円

ノーコードシステム利用料
ノーコードシステムでデータを管理することにより、業務効率化に
取り組む

119 万円

AI等を活用した業務効率化
RPA、AI-OCR、AI議事録作成支援システムの活用により、業務
効率化に取り組む

478 万円

京丹後アートフェスティバル

国庫補助金対応生成AIシステム
国の補助金情報を学習した生成AIを活用

33 万円

                       民間とのネットワークやコンサルティングに強み
                   を持つ事業者に中間支援業務を委託し、民間への
                   課題の発信や募集、事業実施に向けての支援を行
                    うことを通して、民間提案を促し、
   公民連携による取り組みを推進

公民連携マッチングの支援

77万円

公民連携マッチングイベント出展

4万円

国の第１次補正予算等を活用した事業
京都丹後鉄道地域公共交通再構築経費を支援

鉄道事業の安全確保のため、橋梁やトンネル強化などにかかる費
用を沿線市町で支援

2億 8,510 万円
（うち国費が 1億4,255万円）

災害用避難所資機材の整備 5,089 万円
（うち国費が 2,545万円）

  地方バス路線物価高騰等
  支援対策補助金

3,201万円
（うち国費が 3,201万円）

ほか
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　丹後震災から100 年の節目が1年後に迫る3月9日、
丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会は、震災記
念館の耐震化と利活用について基本計画を策定しまし
た。計画では、同館の利活用案を示し、建物を耐震化
するための工法や耐震化にかかる経費等の概算も試算。

今後、市民の意見を聞きながら、震災復興
を果たした「丹後のシンボル」として、未
来へ継承できるようさらなる検討を進めて
いきます。

問 文化財保存活用課 ℡ 0772-69-0640

震災100周年に向け計画を策定
丹後震災記念館 耐震化・利活用検討委員会

　網野町の市道十王堂線下岡橋の完成を祝う式典が 3
月 26 日、現地で開催されました。この下岡橋付近は網
野南小学校や京都丹後鉄道網野駅、商店などが広がる
地域で、市民の日常生活や通学などで利用頻度が高く
通行量が多いエリア。今回の河川改修に伴う架替工事
によって歩道付き 2 車線の橋に生まれ変わり、歩行者
も車も安全に通行できる橋となりました。中山市長は

「まちが発展するための架け橋となってほしい」と期待
を込めて祝辞を述べました。

安心・安全に通行できる橋へ
下岡橋の完成式典

問 国府事業推進室 ℡ 0772-69-0510

詳細
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問 商工振興課
℡ 0772-69-0440
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新たなスタートを切った
丹後リビングラボ 丹後リビング

ラボ HP
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消防団の車両配備式

　市消防団の車両配備式が 2月15日に開催され、峰山
方面隊本部と久美浜第3分団第2部に車両が配備され
ました。今回配備された車両のうち、峰山方面隊本部
の指令車は、日本消防協会が実施する消防団防災学習・
災害活動車両交付事業（※）により交付されたもので、啓
発活動や人員・資機材の搬送など幅広い消防団活動に活
用されます。久美浜第３分団第２部に配備された消防ポ
ンプ自動車は、多機能型車両として救助用資機材を搭
載、さまざまな災害への対応能力が強化されています。

新たに2台を配備

問 消防本部 ℡ 0772-62-8119

　自衛隊に入隊する市内出身の石
い し は ら み ず き

原瑞希さんが 3月17
日、中山市長を表敬訪問しました。陸上自衛隊に配属予
定の石原さんは「災害が起きないことが一番ですが、万
が一の際には全力で取り組みたい」と抱負を語り、国防
を担う決意を新たにしました。中山市長は「不安定な国
際情勢の中、自衛官は国民にとってかけがえのない存在
です。尊い任務への一歩を踏み出されることに敬意を表
します。地元として応援しています」と激励しました。

（写真前列㊥ / 石原瑞希さん）
問 総務防災課 ℡ 0772-69-0140

自衛隊入隊者が表敬訪問

国防を担う決意新たに

（※） 消防団を中核とした地域の総合的な防災力の充実 ・ 強化を目的に車両を交付す
る事業で、 （一財） 日本宝くじ協会の助成により実施

　
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
保
幼

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
中
で
、
取
り

組
み
や
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
、
理
解

を
深
め
る
た
め
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
1
月
17
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大

宮
で
開
催
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

はK

キ

ョ

ウ

タ

ン

ゴ

yotango S

シ

ー

ea L

ラ

ボ

abo

（
※
）
に
参

加
し
た
中
高
生
ら
が
、
前
さ
い
た
ま
市

教
育
委
員
会
教
育
長
の
細ほ

そ
だ田

眞ま

ゆ

み
由
美
さ

ん
や
市
内
事
業
者
ら
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
の
き
っ
か

け
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
な
ど
を
発

表
。「
ひ
と
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
で

景
色
が
変
わ
っ
た
」
と
自
身
の
成
長
に

つ
い
て
語
る
生
徒
の
言
葉
に
、
客
席
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
講
演
で
は
、
必
要
と
さ
れ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
つ
い
て
、
細

田
さ
ん
が
地
域
学
習
や
英
語
教
育
の
重

要
性
を
解
説
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
の
教
育
や
学
習
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
生
徒

た
ち
へ
の
共
感
や
応
援
す
る
声
が
聞
か

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
へ
の
機
運
が
高
ま
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

京
丹
後
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

問 学校教育課
℡ 0772-69-0620

㊤中高生らが熱く語るパネル
ディスカッション、 ㊧登壇した
生徒たちと細田さんら

（※） 次世代のリーダー育成を目的に実施している市内の中高生を対象としたデザイン思考ワークショップ

リーディングコンテストで受賞した児童 ・ 生徒ら

　　令和７年度京丹後市中学生

　　海外派遣事業報告会のお知らせ

５月８日 （金） 19：30～

アグリセンター大宮　● 入場無料
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TOPIC TOPIC

　市男女共同参画審議会に諮問していた「第 3 次京丹
後市男女共同参画計画」について、3 月 26 日、同審議
会の丸

ま る た

田智
ち

代
よ

子
こ

会長から中山市長に答申書が手渡され
ました。これは、国の「第６次男女共同参画基本計画」
や府の「ＫＹＯのあけぼのプラン（第４次）」、社会情
勢や本市の現状を踏まえて策定され、審議会からは「誰
もが暮らしやすい社会の構築に向け、男女共同参画社
会の実現を目指すことが、本市の持続的な発展につな
がるものである」と答申されました。

問 市民課 ℡ 0772-69-0210

男女共同参画社会の実現を目指す
男女共同参画審議会の答申

　市国際交流協会主催の外国人を対象とした防災訓練
を３月８日、消防本部で実施しました。今回の訓練では、
アメリカ、ベトナム、ネパール、イタリア、中国の出
身者など約 20 人が参加。参加者の中には、地震や台風
などの災害を母国で経験したことがない人も多く、起
震車による震度７の揺れの体験や消火器の使い方、煙
中体験、また、市が３月から運用を開始した市総合防
災アプリが多言語（４言語）に対応していることから
ダウンロード方法や使い方などを学びました。

問 京丹後市国際交流協会 ℡ 0772-69-0120

外国人が日本の防災を学ぶ
市国際交流協会主催の防災訓練

　
３
月
24
日
、
宇
川
小
学
校
の
閉
校
式

が
行
わ
れ
、
明
治
７
年
か
ら
続
い
た
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

児
童
代
表
の
西に

し
む
ら村

桜さ

わ和
さ
ん
が
「
友
達

と
笑
い
合
い
遊
ん
だ
体
育
館
で
の
時

間
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
学
ん
だ
日
々
、

地
域
の
人
々
の
温
か
な
見
守
り
、
そ
の

全
て
が
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
」

と
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
学
び
舎
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。
宇
川
小

学
校
の
児
童
た
ち
は
、
４
月
か
ら
丹
後

小
学
校
で
新
し
い
友
達
と
一
緒
に
春
を

迎
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
28
日
に
は
、
長
岡
小
学

校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
明
治
６
年
か

ら
続
い
た
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。
児
童
代
表
の
井い

の
う
え上
楓ふ

う
き綺
さ
ん
は「
地

区
の
大
運
動
会
で
み
ん
な
で
お
弁
当
を

食
べ
た
り
、
航
空
写
真
を
撮
っ
た
り
、

最
後
の
一
年
は
全
校
で
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

切
な
長
岡
小
学
校
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ

り
が
と
う
長
岡
小
学
校
」
と
述
べ
ま
し

た
。
長
岡
小
学
校
の
児
童
た
ち
は
、
４

月
か
ら
い
さ
な
ご
小
学
校
で
新
し
い
友

達
と
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

閉校式の第二部では、 地元の皆さんによる記念セレモニーが開
かれ、 小学校の歴史を振り返るスライドショーの上映、 最後は
参加者で校歌を斉唱して締めくくった。

問 学校教育課
℡ 0772-69-0620

宇
川
小
学
校

・
長
岡
小
学
校
閉
校
式 

思
い
出
と
歴
史
が
詰
ま
っ
た

小
学
校
へ
あ
り
が
と
う

記念セレモニーでは、 地元の皆さんによる太刀振りの披露や卒
業生でシンガーソングライターとして活動する木下優真さんに
よるライブなどが行われた。

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式

　ファイテン株式会社（写真㊨ / 平
ひ ら た よ し ひ ろ

田好宏代表取締役）
から、企業版ふるさと納税制度を通じて「地域の『夢』
を応援するプロジェクト」に寄附をいただき、2 月 27
日に感謝状を贈呈しました。寄附は、令和 8 年度に実
施予定の「網野町浅茂川・磯地域」の地域活性化事業
の支援に活用し、地域ならではの魅力を磨
き上げることで、誰もが「住み続けたい」「訪
れたい」と思える、活気に満ちた地域づく
りを力強く推進していきます。

ファイテンに感謝状

問 ふるさと応援推進課 ℡ 0772-69-1100

　互恵デベロップアーク株式会社（写真㊨ / 松
ま つ む ら や す ひ ろ

村恭宏代
表取締役）から、企業版ふるさと納税制度を通じて「地
域の『夢』を応援するプロジェクト」に寄附をいただ
き、2 月 20 日に感謝状を贈呈しました。寄附は、令和
8 年度に実施予定の「弥栄町野間地域及び黒部地域」の
地域活性化事業の支援に活用し、今後も企
業版ふるさと納税を通じて、住民の皆さま
による自由な発想での地域の挑戦を支援し
ていきます。

問 ふるさと応援推進課 ℡ 0772-69-1100

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式

互恵デベロップアークに感謝状

ファイテン㈱ 互恵デベロップ
アーク㈱

　
令
和
９
年
に
迎
え
る
「
丹
後
震
災

１
０
０
年
」
と
い
う
節
目
を
見
据
え
、

市
民
の
防
災
意
識
向
上
と
消
防
団
活
動

へ
の
理
解
促
進
を
目
的
に
、
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
の
最
終
日
と
な
る
３
月

７
日
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
マ

イ
ン
で
「
き
ょ
う
た
ん
ご
消
防
フ
ェ
ア

２
０
２
６
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ラ
ッ
パ
鼓
隊
演
奏
や
女
性

消
防
隊
防
災
ク
イ
ズ
、
消
防
職
員
と
消

防
団
員
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
心
肺
蘇
生

法
の
実
演
・
体
験
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
震
度
７
の
地
震
を
体

験
で
き
る
起
震
車
や
煙
ハ
ウ
ス
体
験
、

水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
体
験
、

消
防
車
両
や
消
防
服
、
丹
後
震
災
パ
ネ

ル
の
展
示
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
世
代
に
参
加
、
体
験
し
て

も
ら
い
、
防
災
や
消
防
団
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
今
後

も
防
災
意
識
の
向
上
と
地
域
防
災
力
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
消

防
本
部
・
消
防
団
の
活
動
へ
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

き
ょ
う
た
ん
ご
消
防
フ
ェ
ア
２
０
２
６

防
災
・
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

楽
し
ん
で
知
っ
て
ほ
し
い

①ラッパ鼓隊の演奏体験②煙ハウス体験③消防車両の展示
④防火服の装着体験

問 消防本部総務課
℡ 0772-62-8119

①

②③

④
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試食イベントを開催試食イベントを開催

■京丹後オーガニックアクション
京丹後における有機農業を広げる拠
点として、有機農業や有機栽培に関
心のある人が集まり、お互いに学ん
だり情報交換したり交流する場。興
味ある方はぜひご参加ください。
写真㊧イベントを開催した農業者の皆さん

　
市
と
農
業
者
が
協
力
し
、
市
民
に
有
機
農

業
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と

「
京
丹
後
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

試
食
イ
ベ
ン
ト
を
峰
山
庁
舎
玄
関
前
で
開
催

し
ま
し
た
。試
食
で
は
、無
農
薬
に
こ
だ
わ
っ

た
お
米
や
野
菜
な
ど
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
、

ジ
ュ
ー
ス
、
カ
ナ
ッ
ペ
が
振
る
舞
わ
れ
、
お

昼
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
市
民

が
集
ま
り
大
盛
況
。
庁
舎
内
の
広
場
の
ベ
ン

チ
に
座
り
、
お
に
ぎ
り
を
頬
張
る
来
庁
者
の

姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

京丹後オーガニックアクション京丹後オーガニックアクション

　

全
国
の
技
能
士
が
技
を
競
う「
第
33
回
技

能
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の「
か
わ
ら
ぶ
き
」
部
門

に
お
い
て
、
市
内
で
職
人
と
し
て
働
く
道ど

う
け家

啓ひ
ろ
ゆ
き至

さ
ん
が
、
最
高
賞
と
な
る
金
賞（
厚
生

労
働
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
月
27

日
か
ら
始
ま
っ
た
本
大
会
で
、
全
国
各
地
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
６
人
と
技
を
競
い
合
う

中
、
高
い
技
術
力
と
日
頃
の
研
鑽
の
成
果
を

発
揮
し
た
道
家
さ
ん
。「
今
ま
で
支
え
て
く

れ
た
家
族
、
特
に
職
人
と
し
て
大
先
輩
で
あ

る
父
や
職
場
の
皆
さ
ん
の
支
え
の
お
か
げ
で

す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

2/27

道家さんが技能グランプリ「かわらぶき」で金賞道家さんが技能グランプリ「かわらぶき」で金賞

■第33回技能グランプリ
全国から選抜された熟練技能工たちが技の日本一を
競い合う「技能グランプリ」。繊維・建設・一般製造・
一般の計 30 職種の競技に、特級、一級および単一
等級の技能士 430人の選手が参加した

3/27

表彰式の様子

 受賞した金賞の盾を
手に笑顔の道家さん

競技の様子

詳細

有 機 栽培のニンジン
ジュースとお米の甘酒
の試飲。甘酒はノンア
ルコールで飲みやすい
と話題

3/31

これは、 丹後海陸交通が丹後地域の高校

を卒業した生徒たちを激励するために行っ

た企画で、 路線バス内にも掲載。 学生た

ちの課外活動を応援してきた市未来チャレ

ンジ交流センター 「roots」 もメッセージ

募集に協力しました。

　峰山町丹海峰山 30 番街のバスの停車場まで歩くと、ひときわ目立つたく
さんのメッセージが目に入った。「卒業おめでとう」「丹後から世界へ羽ばた
く人材になってください」。これは、高校を卒業する学生たちへ贈られた後
輩や恩師、地元の人たちからのエールの言葉。飾り窓一面に貼られた言葉た
ちが、夢や目標に向かって進む卒業生たちの背中を優しく押してくれる。

今月のピックアップ写真 ／ 3 月 31 日

  卒業生に贈るエールの言葉

17 2 0 2 6 16
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イベント/講座/講習などイベント/講座/講習など

子ども読書の日 記念おはなし会

5/6（水・振休）  峰 山

場所 / 峰山地域公民館
問 峰山図書館 ℡ 0772-62-5101

10：30～11：30 

丹後地域職業訓練センター

受講料など詳細はHP　▶
問 丹後地域職業訓練協会
℡ 0772-66-3445

職業訓練講座職業訓練講座（夜間）（夜間）

5/24（日）峰 山 10：00～14：00

54マルシェと庁舎完成式典

問 都市・地域拠点整備推進室 ℡ 0772-69-0530

科学あそび ドキドキふうせん
実験

5/10（日）  久美浜

場所/ 久美浜庁舎　対象/ おおむね5歳~小学生
先着 / 15 人　持ち物 / 小麦粉 50㌘
受付 / 4月26 日 10：00 ～ 
問 久美浜図書室 ℡ 0772-69-0344

10：30～12：00 

春のお楽しみ会

5/24（日）  弥 栄

場所/ 弥栄地域公民館　対象/ おおむね3歳~
問 弥栄図書室 ℡ 0772-65-2101

10：30～11：30  

ぬいぐるみのおとまり会

6/14（日）  大 宮

場所 / 大宮図書室　対象 / 3歳 ~　定員 / 5 組
他 / 応募多数の場合はこれまでおとまり会
を体験されていない人を優先して抽選
受付 / 5月21日～ 6 月4 日まで
問 大宮図書室 ℡ 0772-69-0672

集合：6月14日17：00
迎え：6月17日14：00 ~

5/26（火）  網 野

場所 / 植久造園株式会社
対象 / 市内在住の人　先着 / 15 人
受付 / 5月11日 9：00 ～ （受講決定者には
ハガキでお知らせ） 
問 市公園緑化事業団 ℡ 0772-62-7470

9：00～11：30

植木剪定講習会
植久造園

「舞台芸能祭」

5/31（日）  峰 山

場所 / 丹後文化会館
問 市文化協会（生涯学習課内） ℡ 0772-69-0630

9：30～  （開場 9：10 ～）
第16 回京丹後市
総合文化祭

琴引浜ビーチクリーンアップ（あなたの拾った
ゴミが入場券）、コンサート、キッチンカー等
＜雨天決行＞ 7：00 から海蔵寺にて鳴き砂保
全を祈願する座禅会も開催
場所 / 海蔵寺（網野町掛津）
問 はだしのコンサート実行委員会
℡ 0772-72-5511

6/7（日）  網 野

9：00～15：00 

はだしのコンサート2026

5/8（金）峰 山

場所 / ① 5/8　▶峰山地域公民館
② 5/22 ▶久美浜市民局

受付 / ① 5/8　▶ 4月23日～ 5月 6 日
② 5/22 ▶ 5月7 日～ 5月20 日

先着 / 各 30 人  他 / 受講者には修了証を交付 
問 峰山消防署 ℡ 0772-62-0119

14：00～17：00 

普通救命講習Ⅰ

5/22（金）  久美浜

5/18（月）～ プレゼンテーショ
ン実践講座

申し込み〆切り / 5月7 日

5/26（火）～ 簿記講座
申し込み〆切り / 5月12 日

5/26（火）～ パソコン文書
入門講座(Aコース）

申し込み〆切り / 5月12 日

6/3（水）～ グラフィックデザ
イン基礎講座

申し込み〆切り / 5月20 日

6/3（水）～ 第二種電気工事
士受験講座

※上期技能試験対策
申し込み〆切り / 5月26 日

令和 6 年度から整備を進めていた庁舎整備事業がいよいよ
完了し、新庁舎の完成を祝う式典とともに「54 マルシェ」
を開催！『市役所ってこんな楽しい場所になってるの？』と
感じていただけるような賑やかな 1 日をお届けします。

場所 / 峰山庁舎前 駐車場
★キッチンカー、子ども縁日（射的や輪投げなど）、
ウクレレやオカリナの演奏会、キッズダンスなど開催
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6月号は5月25日（月）発行です。

今年度も33人の新規採用職員が、市の職員に

仲間入りしました。真新しいスーツに身を包み、

背筋を伸ばし、緊張した面持ちの新規採用職員を見ると、

「頑張れー！」という気持ちが沸いてくるとともに、自身

が入庁した時のことが思い出されます。入庁して22年、

この春から立場が変わり不安なことばかりですが、初

心に立ち返り、真新しいスーツに身を包んで気合いを入

れ直すべく、カードで新しい１着を買いました。妻には

未報告。背筋を伸ばし、緊張した面持ちで、三つ指を立て、

レシートにこの広報紙を添えて報告しようと思います。

真新しいスーツ

もこ

 京都府と府広報協議会が、府内自治体の広報活動を表彰
する令和７年度京都広報賞において、本市が広報紙と一枚
写真の部門で「会長賞」を受賞し、２年連続となる2部門「会
長賞」を受賞しました。今後もデザインと読みやすさ、分
かりやすさを追及し、皆さまにより良い広報をお届けでき
るよう努めていきます。

京
丹
後
市
が

２
年
連
続
で

広
報
賞
を
受
賞

京
丹
後
市
が

２
年
連
続
で

広
報
賞
を
受
賞㊤広報紙の部/4月号（Vol.253）

㊨一枚写真の部/12 月号（Vol.261）

問 秘書広報広聴課 ℡ 0772-69-0110

3,462 グラム　母 / 楓香・父 / 秀弥
大西 璃

り お う

凰 ちゃん

Hello new baby

おめでとう！赤ちゃん

3/7
Birth★Day

mame

　アレンジも
　　 楽しんで！
　エビはおいしいけど殻や背わたを取
り除いたり後片付けが面倒くさい…な
んて人多いはず。そんな時はカニカマ
などで代用してみてはいかが？食感が
物足らなければ、きくらげや枝豆など
を入れると満足感もアップします☆

冷めてもおいしい

海老団子

おもてなし料理に★

 食感も
 楽しい！

エビ …………………………… 8 尾
はんぺん ……………………… １枚
玉ねぎ ……………………… 1/2 個
a. 片栗粉 ………………… 小さじ2
a. 塩 …………………………… 少々
a. 酒 …………………… 小さじ1/4
ぶぶあられ …………………… 適量

  材料（8 個分 ）

❶ エビは殻をむき背わたをとって、
包丁で粗めに叩く / 玉ねぎはみじん
切りにしておく

❷ ボウルに①と、はんぺん・a をい
れて、はんぺんを潰しながら混ぜピ
ンポン玉くらいの大きさに丸める

❸ ぶぶあられをまぶして、160 度
の油で揚げる。

※残しておいたエビの尾をさしてから揚げる
と見た目が一段と可愛く仕上がります。顔を
書いてこいのぼり風にしてもいいですね！

  作り方

そもそも「ぶぶあられ」とは何なのか。
もち米を原料にした小さなあられのことで、
名前の由来は京都の方言で、「ぶぶ」が

「お茶」を意味していて、お茶漬け
（ぶぶ漬け）に入れるあられとして
使われたことからその名前が付い
たとされています。お茶漬け以外
にもサラダやお弁当のトッピングなど
さまざまな料理に花を添えてくれる
小さな名脇役です！
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　オオキンケイギクは、一度定着すると在来の植物生態系に影響を
与え、周囲の景観を一変させてしまう恐れがあることから、法律に
より「特定外来生物」に指定されています。市では駆除を呼び掛け、
自宅の庭や敷地内での点検をお願いしています。

庭先、道路わき、空き地、河川沿い などに群生

駆除方法 ／ ��① 根から引き抜き 2・3 日天日で枯れさせ、十分に土を払い落とし可燃ごみとして処分。
　　　　　  ② 花をつける前に根元から刈り取る。再度茎が伸びてくるので２カ月後にもう一度刈り取る。

特      徴 ／ 花の直径は約 5㌢、茎は 30 ～ 70㌢に成長する・�花弁は一重のものと八重のものがあり、先端が
                 ギザギザ・葉は細長いヘラ状

問 生活環境課 ℡ 0772-69-0240

整備を進めてきた峰山庁舎１号館と大宮庁舎の
改修工事が完了し、各部署が以下の日程で右図
の配置に移転します。

３F… 議長・副議長、議会総務課
峰山庁舎1号館

峰山庁舎２号館

大宮庁舎

２F… 市長・副市長、秘書広報広聴課、政策企画課、ふるさと応援推進課、
総務防災課、財政課、財産活用課 、 （別館）人事課、入札契約課

１F… 地域コミュニティ・にぎわいづくり課、美食のまちづくり推進課、
医療政策課、農業振興課、農林整備課、海業水産課、農業委員会事務局、
商工振興課、観光振興課 、　（別館）寄り添い支援総合サポートセンター、消費生活センター

３F… デジタル戦略課、監査委員事務局

２F… 生活福祉課、障害者福祉課、長寿福祉課、健康推進課、
生活環境課、ゼロカーボン推進室

１F… 峰山市民局、市民課、税務課、保険事業課、会計課
／社会福祉協議会、京都銀行峰山支店派出

問 都市・地域拠点整備推進室 ℡ 0772-69-0530

庁舎整備がまもなく完了

4月から5月にかけて各部署が移転します

４F… 教育長、教育総務課、学校教育課、
生涯学習課、スポーツ推進室、文化財保存活用課

３F… 管理課、国府事業推進室、土木課、都市計画・建築住宅課、都市・
地域拠点整備推進室／京都地方税機構丹後地方事務所、海の京都 DMO

１F… 会議室

２F… 大宮市民局、経営総務課、施設課／社会福祉協議会

移転日 部署

4/13
（月）～

教育長、教育総務課、学校教育課、
生涯学習課、スポーツ推進室、
文化財保存活用課

4/20
（月）～

農業振興課、農林整備課、
海業水産課、農業委員会事務局

4/27
（月）～

市長、副市長、秘書広報広聴課、
政策企画課、ふるさと応援推進課、
総務防災課

5/7
（木）～

地域コミュニティ・にぎわいづくり課、
美食のまちづくり推進課、人事課、
財政課、財産活用課、入札契約課、
医療政策課、生活福祉課、
障害者福祉課、長寿福祉課、
健康推進課、寄り添い支援総合サ
ポートセンター、消費生活センター

5/11
（月）～ 商工振興課、観光振興課

5/18
（月）～

管理課、国府事業推進室、土木課、
都市計画・建築住宅課、
都市・地域拠点整備推進室

5/25
（月）～ 経営総務課、施設課

5~7 月初旬に黄色い鮮やかな花を咲かせる特定外来種

オオキンケイギクの駆除にご協力ください

問 農林整備課 ℡ 0772-69-0430

春から秋にかけてクマの活動が活発になります

クマによる被害を抑えるために

　近年は、山間部だけに限らず
集落付近でもクマの出没が相次
いでいます。本市でも人身事故
が発生しており注意が必要です。
クマの目撃や被害、痕跡を発見
した際は、速やかに農林整備課
までご連絡ください。

地域で協力し、住居や通学路周辺のヤブなどを刈り払うなどしてクマが潜む場所を減らしましょう。

令和8年度の参加者を募集！

Let's チャレンジウォーキング
問 健康推進課 ℡ 0772-69-0350

　ウォーキングは、特別な道具がなく
ても始められる身近な運動です。普段
の生活で「少し歩いてみようかな」と
意識することが健康づくりの第一歩！

注意しましょう！

直近１週間のクマ出没情報を
市ホームページで公開中

【市の取り組み】人家近くに出没し、人命に危険がある場合にク
マ等の緊急銃猟を実施できる体制を整えました。また、集落と山
林との間の荒廃地帯の雑木伐採や刈り払いを行い、クマが潜みに
くい緩衝地帯の整備を計画しています。

      クマの行動が活発な夕方から早朝は
外出を控え、単独行動を避ける。また、鈴
やラジオなど音の出るものを身に付ける。

※クマは急に人間と遭遇すると驚い
て襲いかかる危険性があります

対策

      大声を出したり走って逃げたりせず、
クマに背を向けずにゆっくり後退して離れ
る。

※クマは逃走する対象を追いかける
傾向があります

対策

      柿や栗など作物は早めに収穫する。
家庭ごみはごみ出し日の当日朝に出す。

※クマは食べ物がある場所に執着し
ます

対策

ツキノワグマ

期間：5 月1日 ～ 6 月 30 日

①歩いた歩数をカードに記録
（※カードは健康推進課・各市民局で）
②全員に参加賞
③個人参加、チーム参加も自由

市内在住・在勤・在学の人対象

詳細

4月開始の「がん対策事業」

費用の一部を助成します
問 健康推進課 ℡ 0772-69-0350

　以下の費用の一部を助成します。※上限あり

がん患者アピア
ランスケア支援

ウイッグや乳房補整具などの
購入費

18 ～ 39 歳の末期がん患者の
在宅療養に係る介護サービス
利用料・福祉用具購入費など

若年がん患者
在宅療養支援

詳細は市ホームページ
または健康推進課まで
ご連絡ください。

  飼い主のいない猫の
  不妊去勢手術費補助金 市内に生息する飼い主のいない猫への不妊去勢手術費に

対して補助を行います。詳しくは HP をご覧ください。

補助額 上限 5,000 円 ／ 1匹 ※不妊去勢手術・耳先カッ
ト以外の医療費は対象外

情 報 情 報
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峰山こども園

副園長 鳥垣　泰加 かぶと山こども園副園長

主任調理師 松本 亜紀子 弥栄こども園

主幹保育教諭 木村 夏奈子 丹後こども園

保育教諭 中山　璃乃 たちばな保育所

保育教諭 島貫　有香 島津保育所

保育教諭 伊井　晴花 （新規採用）

大宮こども園
主幹保育教諭 岡田 百吏絵 網野こども園

保育教諭 森田　佳美 （臨時職員）

網野こども園 看護師 上野 さおり 丹後こども園

島津保育所
主任保育士 土居　紀子 峰山こども園

保育士 牧井　梨恵 （新規採用）

たちばな
保育所

主任保育士 田中　久子 大宮こども園

保育士 直　心愛 （新規採用）

丹後こども園

副園長 田宮　弘子 宇川保育所長

主任調理師 堀江　淳子 峰山こども園

主幹保育教諭 山副　絵美 宇川保育所

弥栄こども園

調理師 畑中　ゆみ 丹後こども園

主幹保育教諭 山下　愛 久美浜保育所

保育教諭 足達　愛茄 （新規採用）

久美浜保育所 主任保育士 河原　敬子 島津保育所

かぶと山
こども園

副園長 林　あゆみ 丹後こども園副園長

主幹保育教諭 澤　淳子 弥栄こども園

主幹保育教諭 中田　仁奈 峰山こども園

保育教諭 和田　明子 （臨時職員）

こども園・保育所

診療部
小児科医長 向井　元裕 （新規採用）

医師 井田　学 （新規採用）

看護部
主任看護師 ○ 藤󠄅元　美保 看護師

看護師 麻田　和花 （新規採用）

技術部
診療放射線技師長 ○ 藤原　大輔 主任診療放射線技師

理学療法士 大西　洋尭 （新規採用）

栄養部 管理栄養士 栖原 菜摘美 （新規採用）

訪問看護
ステーション

訪問看護
ステーション管理者 ○ 中村 めぐみ 主任看護師

事務部
管理課

課長 ○ 梅田　一弘 学校教育課主幹

出納係長 ○ 奥田　晋子 同院

主事 福井　大輝 （新規採用）

弥栄病院

教育総務課 課長 佐川　清隆 人事課長

学校教育課

課長 金子　隆行 こども未来課長

主幹兼指導主事 伊東　秀晃
課長補佐 ○ 片西　優 財政課係長

学びの変革推進係長 ○ 吉村　祐輝 同課

主事 藤原　有紗 （新規採用）

高龍小学校 主任学校用務員 梅上　淳司 長岡小学校

網野学校給食
センター

センター長 川浪 周一郎 網野市民局長補佐

主任調理師 田茂井 成政 峰山中学校

峰山中学校 調理師 吉岡　毅 網野学校給食センター

網野中学校 学校用務員 梅田　雅弘 （再任用）

生涯学習課

主幹（市スポーツ協会
派遣） 中島　茂樹 峰山市民局長

主査兼弥栄地域
公民館長 辻村　実

生涯学習課スポーツ推進
室主幹（市スポーツ協会
派遣）

主任 平田 有希子 デジタル戦略課

あみの図書館 主査 ○ 田辺　聖子 同館

教育委員会事務局

経営総務課

課長 吉野　勝 経営企画整備課長

課長補佐 永島　一陽 こども未来課長補佐

総務経理係長 田宮 佐知子 経営企画整備課係長

主任 𠮷田　亮平 経営企画整備課

主任 上羽　克 経営企画整備課

主事 神尾　優介 経営企画整備課

主事 松本　史菜 経営企画整備課

主事 米田　直喜 施設管理課

主事 岡田　めい 経営企画整備課

主事 小谷　佳奈 （新規採用）

施設課

課長 岸本　重直 施設管理課長

課長補佐 川戸　健治 経営企画整備課長補佐

課長補佐 能勢　知生 施設管理課長補佐

施設管理係長 由良　茂樹 施設管理課係長

水道整備係長 ○ 後藤　哲 経営企画整備課

下水道整備係長 ○ 橋　恭平 施設管理課

主査 大木　保人 施設管理課主査

主査 岸田　裕幸 施設管理課主査

主査 富永　理恵 こども未来課主査

主任技師 野村　至 施設管理課

主任 鈴木　琢夫 施設管理課

主任技師 田畑　好弘 経営企画整備課

主任 島原　賢史 経営企画整備課

主任技師 仲原　靖則 経営企画整備課

主任技師 中江　隆夫 経営企画整備課

主任技師 羽賀　健太 施設管理課

主任 小牧 裕一郎 長寿福祉課

主任技師 野木　章平 経営企画整備課

主任技師 豊田　裕樹 経営企画整備課

主任技師 稲本　優太 施設管理課

主事 小石原 瑛斗 施設管理課

上下水道部

会計係長 佐川　直美 保険事業課係長

審査係長 奥田　彩子 同課係長

会計課

管理課 主任 和田　洋司 障害者福祉課

土木課

課長 ○ 和田　功 同課長補佐

計画係長 ○ 野木　薫 同課

主任技師 片西　美佳 農林整備課

技師 東　剛志 農林整備課

主任技師 芦田　和嘉 （国交省福知山河川国
道事務所派遣）

主任技師（国交省福
知山河川国道事務所
派遣）

梅田　慎弥 土木課

都市計画・
建築住宅課 都市計画係長 橋　智子 都市計画・建築住宅課都市・

地域拠点整備推進室主査

商工観光部
理事（海の京都
DMO 派遣） 上羽　正行 教育委員会事務局

理事兼学校教育課長

商工振興課

課長 ○ 松本　隆明 同課長補佐

経営支援係長兼
雇用・人材育成係長 ○ 小倉　彬宏 秘書広報広聴課

主任（京都産業 21 派遣） 高田　慎子 長寿福祉課

主任 古橋 さあや 健康推進課

主事 大西　凜 （新規採用）

観光振興課

課長 ○ 中山　彰人 同課主幹（市観光公社派遣）

主幹（市観光公社派遣）○ 沖　学 総務防災課長補佐

観光まちづくり係長 ○ 古橋　大志 商工振興課（大阪観光局
派遣）

建設部

次長 ○ 三浦　大作 ふるさと応援推進課長

ふるさと応援
推進課

課長 ○ 宇野　祥子 同課長補佐

課長補佐 ○ 日下部　暁 商工振興課係長

ふるさとブランド推進係長 上田　将志 同課主査

ふるさと応援推進係長 増馬　武彦 同課主査

主任 一ノ尾 貴裕 生活環境課

地 域コミュニ
ティ・にぎわい
づくり課

課長 羽賀 万智子 地域コミュニティ推進課長

地域コミュニティ推進係長 寺田　絢子 地域コミュニティ推進課係長

移住定住・空家対策係長 清水　聡子 政策企画課係長

主任 和田　亮輔 議会総務課

主任 小原　政純 政策企画課

主任 石川　晃浩 地域コミュニティ推進課

主事 柳　真一 地域コミュニティ推進課

主事 吉井　歩未 地域コミュニティ推進課

主事 高田 はるな 都市計画・建築住宅課

美食のまち
づくり推進課

課長 木本　貴文 観光振興課長

課長補佐 ○ 高倉　遼 ふるさと応援推進課係長

峰山市民局 市民局長 西村　隆 教育総務課長

大宮市民局 主査 田中　寿夫 保険事業課主査

網野市民局

市民局長 松本　智子 医療政策課長

局長補佐 椋平　哲朗 網野学校給食センター長

局長補佐 ○ 高田 なぎさ 弥栄市民局係長

主任技師 野村　知希 大宮市民局

弥栄市民局 地域振興係長 新井　秀徳 網野市民局係長

久美浜市民局
地域振興係長 ○ 和田 紳太郎 同局

主事 野村　恵太 （新規採用）

秘書
広報広聴課

課長 ○ 水口　規宏 同課長補佐

秘書係長 ○ 藤村　岳彦 管理課

主事 島田　晃佑 地域コミュニティ推進課

人事課

課長 澤　学爾 秘書広報広聴課長

主任 山本　和実 財政課

主事 川戸　恵 障害者福祉課

主事 福田　玲音 （新規採用）

市長公室

議会事務局

総務防災課
防災係長 ○ 西木　勇互 生活福祉課

主事 田中　楓大 （新規採用）

デジタル
戦略課

主幹 志村　吉宗 税務課主幹（京都地方税
機構丹後地方事務所派遣）

情報推進係長 山﨑　貴信 都市計画・建築住宅課係長

財政課

行革推進係長 ○ 岡下 慎太郎 同課

主任 小國　朋子 デジタル戦略課

主任 吉井　健人 商工振興課（府染織・工
芸課派遣）

主事 河田　実優 市民課

主事（府自治振興課
派遣） 川口　航平 生涯学習課

財産活用課
管理・活用係長 ○ 田中　裕明 同課

主任 宮脇　貴裕 施設管理課

入札契約課 課長補佐 吉岡　祐樹 会計課長補佐

総 務 部

市民サービス統括監
兼市民課長 田辺　美幸 健康長寿福祉部次長

兼障害者福祉課長

市民課
主任 山田　香織 人事課

主事 森本　承子 （新規採用）

生活環境課
主事 引野　由杜 （新規採用）

ゼロカーボン推進室主事 河邉　康平 総務防災課

市民環境部

税務課

主任（京都地方税機構
丹後地方事務所派遣） 中島　亮平 農業振興課

主事 難波　智穂 市民課

主事 中西　叶恵 こども未来課

主事 鈴木 恵梨子 （新規採用）

保険事業課

後期高齢・福祉医療係長 中道　洋介 同課主査

国保年金係長 ○ 瀬戸 真由美 同課

主任（府後期高齢者
医療広域連合派遣） 中江　脩 税務課

主事 大原　和喜 生活環境課ゼロカーボン推進室

主事 相見　葉奈 観光振興課

主事 岡田蔭 しいな （新規採用）

市民環境部

京丹後市職員人事異動
4 月 1日付けの職員人事異動をお知らせします。以下に異動者、昇任・昇格者を掲載しています。
氏名の前の○は昇任・昇格を表し、右は異動前の所属などです。

議会総務課 主任 友松　順平 商工振興課

医 療 部

医療政策課
課長 服部　智昭 監査委員事務局長

主事 大森 舜太郎 農林整備課

間人診療所 診療放射線技師 藤原　晋 弥栄病院

健康長寿福祉部

生活福祉課
主幹（社会福祉協議
会派遣） ○ 藤村　貴俊 子育て支援課長補佐

主事 木村 佳那子 （新規採用）

障害者福祉課

課長 平林　智子 市民課長

主事 青木　滉人 政策企画課

主事 田中　美蘭 （新規採用）

長寿福祉課

参事（シルバー人材
センター派遣） 梅田　和幸 弥栄病院管理課長

課長補佐 ○ 中川　映子 同課係長

課長補佐 ○ 野村　寛子 同課係長

介護保険係長 ○ 高階　達也 観光振興課

主査 川戸　泰博 生涯学習課主査
兼弥栄地域公民館長

主任 城下　智美 子育て支援課

主任保健師 太田 佐都美 子育て支援課

主事 六車　眞子 （新規採用）

健康推進課

課長 ○ 藤村　綾 同課長補佐

課長補佐 ○ 和田　佳子 同課係長

健康企画係長 田中 佐妃子 長寿福祉課主査

主査 坂戸　留美 同課長

主事 柴田　瑛 （新規採用）

こども部

こども未来課

課長 金木 美由紀 商工振興課長

課長補佐 吉岡　祥嗣 経営企画整備課長補佐

主幹保育教諭 森本　晶子 峰山こども園

主事 松田　梨佳 （新規採用）

子育て支援課

課長補佐 高橋　典子 長寿福祉課長補佐

主任保健師 山添 奈津実 健康推進課

主事 花満 真由希 長寿福祉課

農林水産部

農業振興課 主事 高階　悠菜 （新規採用）

農林整備課

農地整備係長 ○ 花満　昌輝 土木課

主任 矢野　真由 保険事業課

技師 引野　立基 土木課

主事 髙田　騎平 （新規採用）
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特別参与兼副院長 岩見　均 特別参与

特別参与 赤木　重典 病院長

診療部
整形外科部長 岡田　直也 （新規採用）

眼科医長 宮平　大 （新規採用）

看護部

主任看護師 ○ 小幡　浩子 看護師

看護師 豊嶋　梨桜 （新規採用）

看護師 田中　直哉 （新規採用）

看護師 増田　希望 （新規採用）

薬剤部 主任薬剤師 ○ 谷口　亜未 薬剤師

技術部
主任歯科衛生士 ○ 木村　幸代 歯科衛生士

歯科衛生士 西井　紗彩 （新規採用）

地域医療連携室 看護師長 ○ 安川　美樹 主任看護師

訪問看護
ステーション

訪問看護
ステーション管理者 ○ 松岡 いずみ 主任看護師

主任看護師 豊嶋　直子 久美浜病院看護部

事務部管理課 主任 下岡　正宗 税務課（京都地方税機構
丹後地方事務所派遣）

久美浜病院

監査委員事務局

監査委員事務局長 中村　典嗣 網野市民局長

主任 柴山　真樹 人事課

主事 髙岡　悠一 農林整備課

農業員会事務局

消防本部

総務課

課長 安井　英人 警防課長

総務係長 ○ 池口　直弘 峰山消防署消防２課

消防士 野村 迅一朗 （新規採用）

消防士 今井　大和 （新規採用）

消防士 宮下　明大 （新規採用）

消防士 堀江　達 （新規採用）

警防課

課長 大森　茂 峰山消防署消防２課長

警防係長 木村　好宏 峰山消防署消防１課係長

主任 田中　翔 峰山消防署消防１課

峰山消防署
消防１課

救急１係主任 島田　涼司 峰山消防署消防２課

救急１係員 間芝　良太 峰山消防署竹野川分遣所

予防・調査１係員 城下　幸輝 峰山消防署久美浜分署

予防・調査１係員 山田　貴大 峰山消防署消防２課

情報管理１係長 平井　信也 峰山消防署
久美浜分署係長

情報管理１係主査 中西　孝文 警防課主査

峰山消防署
消防２課

課長 ○ 池本 清一朗 峰山消防署
消防２課長補佐

課長補佐 ○ 荻野　寿彦 峰山消防署
竹野川分遣所係長

消防２係長 木下　夢大 総務課係長

消防２係主任 下戸　惇史 峰山消防署消防１課

救急２係主任 藤本　和樹 峰山消防署網野分署

救急２係主任 中村　真也 峰山消防署竹野川分遣所

救急２係員 瀧本　翔平 峰山消防署網野分署

救急２係員 稲垣　貴大 峰山消防署竹野川分遣所

予防・調査２係主任 細見　英亮 予防課

予防・調査２係員 末次　仁志 峰山消防署消防１課

情報管理２係主任 西垣　信良 峰山消防署消防２課

峰山消防署
網野分署

警備１係主任 上中　宙士 峰山消防署竹野川分遣所

警備２係主任 安達　貴史 峰山消防署消防２課

警備２係員 野村　悠太 峰山消防署久美浜分署

峰山消防署
久美浜分署

警備１係長 井上　忠司 警防課係長

警備１係主任 原　光海 峰山消防署消防１課

警備１係主任 堀江　哲平 峰山消防署消防２課

警備１係員 井浪　千翔 久美浜分署警備２係

警備２係員 藤本　直哉 峰山消防署消防２課

峰山消防署
竹野川分遣所

警備１係長 木村　雅弘 峰山消防署
消防２課係長

警備１係主任 平野　貴嗣 峰山消防署網野分署

警備２係主任 藤原　翔太 峰山消防署久美浜分署

警備２係員 松田　功樹 峰山消防署消防１課

警備２係員 松浦　瑠星 峰山消防署消防１課

退職者（令和８年 3 月31日付）

小山　達夫 久美浜病院診療部眼科医長

浅井　霞 弥栄病院診療部小児科医長

砂川　智佳 久美浜病院診療部内科医長

稲岡　信一 土木課長

中島　茂樹 峰山市民局長

岡崎　裕子 久美浜病院看護部参事

小西　隆士 学校教育課主幹

田村 真知子 入札契約課長補佐

岩﨑　浩一 久美浜市民局主査

小林　宏美 経営企画整備課主査

梅田　利通 商工振興課主査

河島　弥生 かぶと山こども園主幹保育教諭

上田 真規子 峰山こども園主幹保育教諭

小谷　典子 弥栄病院看護部助産師

西村　ゆかり 久美浜病院看護部看護師

戸出　敦子 久美浜病院看護部看護師

宮谷　紀子 久美浜病院看護部看護師

池田 ひろみ 弥栄病院看護部准看護師

矢谷　正利 消防本部総務課長

西口　紀行 施設管理課長補佐

堀　敏郎 監査委員事務局長補佐

小北　景子 保険事業課後期高齢・福祉医療係長

上田　明子 学校教育課学びの変革推進係長

柴野　理菜 網野市民局主任

野村　南 たちばな保育所主任保育士

岡下　智子 かぶと山こども園主幹保育教諭

吉田　美幸 弥栄こども園主幹保育教諭

鈴木 真衣子 峰山こども園主幹保育教諭

山﨑　悟史 財政課主事

清水　雄大 農業振興課主事

谷森　洋子 弥栄病院看護部看護師

池野　留菜 久美浜病院看護部看護師

西田　侑子 消防本部峰山消防署消防１課救急１係員

中村　和人 網野中学校学校用務員

稲本 久美子 網野学校給食センター調理師

葛原　睦民 久美浜病院事務部管理課主査

中西　浩明 医療部間人診療所診療放射線技師

吉岡　学 弥栄病院事務部管理課主任

新谷　千歳 長寿福祉課主任

藤原　彰弘 弥栄病院技術部臨床工学技士

野村　博史 管理課主任技師
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　   　文部科学大臣・総務大臣賞
　   　京都府明るい選挙推進協議会 会長賞

▶ 美食のまちづくり推進課 〔市長公室〕

　第1回美食都市アワードで「美食都市」に認定された本市の食の魅力を、観光
や商業、農林漁業、健康長寿、食育などまちづくりの幅広い分野で活用し、美
食都市のまちづくりを本格化させるため、関連施策を一貫して効果的に推進す
る体制を整備します。（※美食都市アワード／美食都市研究会と食の専門誌「料理王国」によ
り 2024 年に創設。第1回の受賞都市に本市を含む5 都市が認定された。現在は14都市が認定）

　「食」の魅力を広くまちづくりに生かし、関連施策を一貫して推進する体制を整備

上下水道部を「経営総務課」と「施設課」に再編しました

　訪れた人に分かりやすく効率的な上下水道事業を推進する体制整備として、お客様サービスをはじめ上下水道事業の
経営や総務部門を担う「経営総務課」と上下水道施設の整備と維持管理を行う「施設課」に再編しました。

問 経営総務課 ℡ 0772-69-0550
問 施設課 ℡ 0772-69-0580

まちの魅力と地域づくりを推進する新体制を整備

今年度新たに設置された部署を紹介
問 人事課 ℡ 0772-69-0150

問 ℡ 0772-69-0099

東京ミッドタウン八重
洲 で 開 催された第 1
回美食都市アワード／
受賞５都市が美食都
市宣言を行った

▶ 地域コミュニティ・にぎわいづくり課 〔市長公室〕

　地域づくりにおける課題でもある「移住定住」「空家対策」、また、近年注目
される「二地域居住」に関する事務を、地域振興と地域コミュニティを所管す
る地域コミュニティ・にぎわいづくり課（旧・地域コミュニティ推進課）に集約。
市民や関係団体などからの空家や移住に関する相談窓口を一本化し、地域と連
携しながら関連施策を推進します。

　地域づくりと移住・空家・二地域居住を一体的・効果的に推進する体制を整備

問 ℡ 0772-69-1050

空
家
業
務
を
一
本
化

問 総務防災課 ℡ 0772-69-0140

明るい選挙啓発ポスター特別賞

4作品が受賞！おめでとうございます★
※ 記載の学年は受賞時

市
内
全
域
に
広
が
る
新

コ
ミ
ュ
の
活
動

1. 中山 結
ゆ う

友 さん
（網野南小 １年）

京都府選挙管理
委員会 委員長賞

2. 草本 佳
か ほ

穂 さん
（網野中 2 年）

3. 味
み た

田 希
の あ

愛 さん
（大宮中 3 年）
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戸
籍
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が

記
載
さ
れ
ま
す

　

戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和

８
年
５
月
26
日
以
降
、
戸
籍
の
記

載
事
項
に
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ

て
公
証
さ
れ
ま
す
。
本
籍
地
か
ら

発
送
さ
れ
て
い
る
通
知
書
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
振
り
仮
名
が
普
段

使
用
し
て
い
る
読
み
方
と
違
う
場

合
は
、
令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
】

○�

氏
の
振
り
仮
名
：
戸
籍
の
筆
頭

者
が
届
出

○�

名
の
振
り
仮
名
：
本
人
が
届
出

※�

15
歳
未
満
の
場
合
、
法
定
代
理

人
が
届
出

他 �

記
載
さ
れ
た
振
り
仮
名
は
、一
度

に
限
り
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を

得
ず
に
窓
口
で
変
更
で
き
ま
す
。

問 

市
民
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
２
１
０

令
和
８
年

国
民
生
活
基
礎
調
査

　

厚
生
労
働
省
で
実
施
す
る
保

健
、
医
療
、
福
祉
等
国
民
生
活
の

基
礎
的
事
項
を
調
査
す
る
も
の
で

す
。
全
国
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
地
区
で
実
施
さ
れ
、
引
き
続

き
、
全
国
家
庭
動
向
調
査
も
実
施

さ
れ
ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
地
区
】

　

久
美
浜
町
浦
明
地
区
の
一
部

対 �

▼
令
和
８
年
６
月
４
日（
木
）

時
点
で
対
象
地
区
に
住
ん
で
い

る
世
帯
▼
令
和
８
年
７
月
１
日

（
水
）時
点
で
対
象
地
区
に
住
ん

で
い
る
世
帯

問 

丹
後
保
健
所

℡
０
７
７
２（
62
）０
３
６
１

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者

の
選
定

【
新
規
指
定
工
事
業
者
】

　

株
式
会
社
ガ
ス
ネ
ッ
ト

　
（
第
２
９
２
号
）

他 �

全
事
業
者
一
覧
は

HP
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問 

施
設
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
５
８
０

弥
栄
あ
し
ぎ
ぬ
温
泉
の
営
業

　

４
月
か
ら
営
業
時
間
な
ど
を
一

部
変
更
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
HP
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時 �

▼
平
日
：
13
時
～
21
時
▼
土
日

祝
：
11
時
～
21
時

※
水
曜
・
木
曜
は
休
館
日

料 �

▼
大
人
６
０
０
円
▼
小
学
生
以

下
４
０
０
円

※
３
歳
未
満
無
料

他 �

食
堂
、
物
販
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
。　

問 

観
光
振
興
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
４
５
０

丹
後
地
区
絹
織
物
業

最
低
工
賃
の
改
定

　

丹
後
地
区
で
絹
織
物
に
係
る
織

布
の
業
務
に
従
事
す
る
家
内
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
工
賃
が
改

正
さ
れ
ま
す
。
最
低
工
賃
と
は
、

委
託
者
が
家
内
労
働
者
に
支
払
う

べ
き
工
賃
の
最
低
額
を
定
め
る
も

の
で
、
委
託
者
は
最
低
工
賃
額
以

上
の
工
賃
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

【
効
力
発
生
日
】

　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら

【
改
正
の
主
な
概
要
】

　
「
先
染
・
帯
」
の
最
低
工
賃
区
分

に
お
い
て
、
織
機
の
種
類
欄
の
織

機
の
丁
数
区
分
が
な
く
な
り
、
品

目
欄
に
「
帯
の
丁
数
」
の
枠
組
み

が
３
区
分
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

他 �

改
定
後
の
最
低
工
賃

の
内
容
は
HP
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問 

商
工
振
興
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
４
４
０

下
水
道
使
用
上
の
注
意

　

下
水
道
は
、
家
庭
の
ト
イ
レ
、

お
風
呂
、
台
所
で
使
っ
た
汚
れ
た

水
（
汚
水
）
を
流
す
も
の
で
す
。

布
な
ど
汚
水
以
外
の
も
の
を
流
す

と
下
水
道
管
が
詰
ま
り
、
排
水
ト

ラ
ブ
ル
や
ポ
ン
プ
な
ど
の
下
水
道

施
設
の
故
障
に
つ
な
が
り
ま
す
。

使
用
の
際
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

施
設
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
５
８
０

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
制
度

　

納
税
義
務
を
負
う
固
定
資
産
に

つ
い
て
、
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
項
目
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

料 �

１
件
３
０
０
円
※
土
地
・
家
屋

 

案 

内
評
価
額
な
ど
の
縦
覧
期
間
中

（
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
）に
限

り
、手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
閲
覧
資
料
の
写
し
は
有
料
）

持 �

▼
身
分
証
明
書（
納
税
義
務
者

本
人
の
場
合
）▼
委
任
状
、
身

分
証
明
書（
同
居
（
同
世
帯
）

の
親
族
ま
た
は
代
理
人
の
場

合
）▼
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
賃

借
関
係
を
証
明
す
る
書
類
原

本
、
身
分
証
明
書（
借
地
人
・

借
家
人
な
ど
の
場
合
）▼
登
記

事
項
証
明
書
ま
た
は
売
買
契
約

書
、
身
分
証
明
書（
本
年
１
月

２
日
以
降
に
取
得
し
た
土
地
家

屋
の
場
合
）

受 �

窓
口
、
市
民
局
（
峰
山
除
く
）

問 

税
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
８
０

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
の
発
送

　

令
和
８
年
度
軽
自
動
車
税
・
固

定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
な
ど
を

５
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
し
て
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
固
定
資

産
税
の
納
付
書
納
付
の
人
に
は
１

年
分（
４
期
分
）の
納
付
書
を
ま
と

め
て
同
封
し
て
い
ま
す
。　

問 

税
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
８
０

身
体
障
害
者
等
自
動
車
税
の

減
免
申
請（
軽
自
動
車
税
除
く
）

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
障
害

の
あ
る
人
が
所
有
、
使
用
し
て

い
る
自
動
車
を
対
象
に
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受 �

６
月
１
日（
月
）ま
で　

問 

丹
後
広
域
振
興
局
税
務
課

℡
０
７
７
２（
62
）４
３
０
３

土
地
・
家
屋
評
価
額
な
ど
の

縦
覧
制
度

　
納
税
義
務
を
負
う
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
が
市
内
の
他
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
と
比
較
し
て
適
正

か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
縦
覧
項
目
】

○�

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
市
内

課
税
対
象
土
地
の
所
在
、
地
番
、

地
目
、
地
積
、
評
価
額
）

○�

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
市
内

課
税
対
象
家
屋
の
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

建
築
年
次
、
評
価
額
）

※�

特
定
の
土
地
・
家
屋
を
指
定
し

て
評
価
額
な
ど
を
確
認
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
情
報
や

課
税
額
は
縦
覧
の
対
象
に
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

持 �

▼
身
分
証
明
書（
納
税
義
務
者

本
人
の
場
合
）▼
委
任
状
、
身

分
証
明
書
（
同
居
（
同
世
帯
）

の
親
族
、
代
理
人
の
場
合
）

受 �

６
月
１
日（
月
）ま
で
に
窓
口
へ

問 

税
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
８
０

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対 �

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
に
次
の
い
ず
れ
か
の

失
業
等
給
付
を
受
け
る
人

　

�

▼
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者
（
離
職
理
由
コ
ー
ド
11
、12
、

21
、
22
、31
、
32
）▼
雇
用
保
険

の
特
定
理
由
離
職
者（
離
職
理

由
コ
ー
ド
23
、33
、
34
）

【
対
象
期
間
】

○�

令
和
３
年
３
月
31
日
～
令
和
４

年
３
月
30
日
に
離
職
し
た
人
は

令
和
４
年
度
の
み

○�

令
和
４
年
３
月
31
日
以
降
に
離

職
し
た
人
は
離
職
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

※�

雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者

証
、
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資

格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
軽
減

対
象
外

持 �

特
例
対
象
被
保
険
者
等
申
出
書

（
窓
口
、
市
民
局
（
峰
山
除
く
）

に
設
置
）、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証

受 �

窓
口
、市
民
局（
峰
山
除
く
）へ

問 

税
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
８
０

公
益
目
的
に
係
る

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

公
益
事
業
を
行
う
団
体
な
ど
が

所
有
し
、
専
用
車
と
し
て
使
用
す

る
軽
自
動
車
な
ど
の
軽
自
動
車
税

を
減
免
し
ま
す
。
減
免
に
は
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

※�

公
益
目
的
以
外
に
も
使
用
さ
れ

る
車
両
は
対
象
外
で
す
。

※�

身
体
障
害
者
な
ど
利
用
の
た
め

改
造
さ
れ
た
車
両
は
、構
造
減

免
と
な
り
申
請
書
が
異
な
り
ま

す
。

持 �

▼
申
請
書
（
窓
口
、市
民
局
（
峰

山
除
く
）、
HP
に
設
置
）▼
電
子

検
査
証
な
ど
の
写
し
▼
公
益
目

的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
定
款

な
ど
の
書
類

受 �

６
月
１
日
（
月
）
ま

で
に
窓
口
、
市
民

局（
峰
山
除
く
）へ

問 

税
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
８
０
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写
し
、
資
格
確
認
書
な
ど
の
写

し
（
学
生
お
よ
び
扶
養
者
の
保

険
の
確
認
が
で
き
る
も
の
）、

領
収
書
の
原
本

受 �

５
月
29
日（
金
）ま
で

問 

保
険
事
業
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
２
２
０

大
学
生
な
ど
を
対
象
と
す
る

医
療
費
補
助
金（
令
和
８
年
度
分
）

対 �

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
大

学
生
な
ど
を
扶
養
す
る
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
保
護
者

　

�

令
和
８
年
度
中
に
▼
19
歳
か
ら

22
歳
に
な
る
人
▼
大
学
や
専
門

学
校
な
ど
市
が
認
め
る
教
育
施

設
に
在
学
し
て
い
る
人
▼
福
祉

医
療
（
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
、

障
害
者
医
療
）、
生
活
保
護
、

子
育
て
支
援
医
療
の
適
用
を
受

け
て
い
な
い
人
▼
婚
姻
し
て
い

な
い
人
（
事
実
婚
含
む
）

【
補
助
金
額
】　

　

大
学
生
な
ど
の
受
診
に
係
る
１

カ
月
１
医
療
機
関（
入
院・外
来
別
、

保
険
調
剤
薬
局
分
含
む
）ご
と
に

２
０
０
円
を
超
え
た
自
己
負
担
分

【
補
助
対
象
期
間
】

　

令
和
８
年
４
月
～
令
和
９
年
３

月
の
診
療
分

持 �

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
の

写
し
、
資
格
確
認
書
な
ど
の
写

し（
学
生
お
よ
び
扶
養
者
の
保

険
の
確
認
が
で
き
る
も
の
）、

領
収
書
の
原
本

受 �

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
９

年
１
月
31
日
診
療
分
は
令
和
９

年
２
月
26
日（
金
）

　

�

令
和
８
年
２
月
１
日
～
令
和
９

年
３
月
31
日
診
療
分
は
令
和
９

年
５
月
31
日（
月
）

問 

保
険
事
業
課

℡

０
７
７
２（
69
）

０
２
２
０

土
木
・
建
築
技
術
職
員
等

修
学
資
金

　

専
門
学
校
、
高
等
専
門
学
校

（
４
・
５
学
年
に
限
る
）、
短
大
、

大
学
、
大
学
院
の
土
木
・
建
築
系

の
学
科
を
専
攻
し
、
卒
業
後
に
本

市
の
土
木
・
建
築
技
術
職
員
の
業

務
に
従
事
す
る
意
志
の
あ
る
人
に

月
額
５
万
円
を
貸
与
し
ま
す
。
採

用
後
、
引
き
続
き
10
年
間
業
務
に

従
事
さ
れ
た
場
合
は
修
学
資
金
の

返
還
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

定 �

１
人
程
度

受 �

６
月
30
日（
火
）ま
で
に
申
請
書

（
窓
口
、
市
民
局（
峰
山
除
く
）、

HP
に
設
置
）、
関
係

書
類
を
窓
口
へ
提
出

問 

人
事
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
５
０

京
丹
後
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
応
援
補
助
金

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
新

た
に
起
こ
そ
う
と
す
る
地
域
活
動

団
体
に
事
業
の
立
ち
上
げ
の
際
に

必
要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　

上
限
１
０
０
万
円
（
２
／
３
以

内
※
個
人
は
１
／
４
以
内
）

対 �

企
業
を
除
く
自
治
会
や
任
意
団

体
、
N
P
O
法
人
、
個
人
な
ど

（
社
団
法
人
、
財
団
法
人
含
む
）

受 �

６
月
12
日（
金
）
ま

で
に
窓
口
へ
企
画

書（
窓
口
、
HP
に
設

置
）を
提
出

問 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
課

℡
０
７
７
２（
69
）１
０
５
０

韓
哲
・
ま
ち
づ
く
り

夢
基
金
事
業
補
助
金

対 �

市
民
な
ど
が
夢
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
事
業
で
あ
っ
て
、

本
市
の
教
育
、
文
化
、
芸
術
ま

た
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
地
域

経
済
活
性
化
の
た
め
の
新
産
業

の
興
隆
そ
の
他
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
人
材
育
成
等
に
係

る
事
業
。

【
補
助
率
】　

　

上
限
１
０
０ 

万
円（
２
／
３ 

以
内
）

※�

教
育
、
文
化
、
芸
術
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
分
野

（
非
営
利
）
は
、
10
／
10 

以
内

受 �

５
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
申
請

書（
窓
口
、
HP
に
設

置
）を
持
参
ま
た
は

郵
送

問 

政
策
企
画
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
２
０

介
護
福
祉
士
養
成
奨
学
金

　

介
護
福
祉
士
の
養
成
施
設
（
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
）
に
在
学
中

で
卒
業
後
、
市
内
福
祉
施
設
で
介

護
福
祉
士
と
し
て
業
務
に
従
事
す

る
意
思
の
あ
る
人
に
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。
卒
業
・
資
格
取
得
後
、

直
ち
に
就
職
し
て
引
き
続
き
３
年

間
市
内
の
福
祉
施
設
に
勤
務
さ
れ

た
場
合
は
返
還
を
免
除
し
ま
す
。

【
貸
与
額
】

　

月
額
５
万
円
以
内
（
年
額
60
万

円
以
内
）

【
貸
与
期
間
】

　

養
成
施
設
に
在
学
す
る
期
間

（
最
大
２
年
間
）

問 

長
寿
福
祉
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
３
０

身
体
障
害
者
な
ど
に
係
る

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

４
月
１
日
時
点
で
障
害
者
手
帳

な
ど
を
お
持
ち
の
人
や
車
両
構
造

が
要
件
を
満
た
す
軽
自
動
車
な
ど

は
申
請
に
よ
り
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
減
免
に
は
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

持 �

▼
運
転
者
の
運
転
免
許
証
▼
電

子
検
査
証
な
ど
▼
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確

認
書
類
と
身
元
確
認
書
類
▼
構

造
が
身
体
障
害
者
な
ど
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の

受 �

６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
窓
口
、

市
民
局（
峰
山
除
く
）

へ
問 

税
務
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
１
８
０

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
の

お
願
い

　

納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）で
す
。

５
月
上
旬
に
郵
送
す
る
納
税
通
知

書
で
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
HP
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。　

問 

丹
後
広
域
振
興
局
税
務
課

℡
０
７
７
２（
62
）４
３
０
３

木
造
住
宅
耐
震
改
修
等

事
業
費
補
助
金

　

旧
耐
震
基
準
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
（
２
階
建
て
以
下
）
の
耐

震
性
を
向
上
さ
せ
る
工
事
な
ど
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対 �

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合

が
対
象
で
す
。

　

�

▼
市
内
在
住
で
対
象
住
宅
を
所

有
・
居
住
、
居
住
す
る
予
定
者

▼
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に

着
工
さ
れ
た
一
戸
建
住
宅
▼
１

／
２
以
上
の
床
面
積
が
住
宅
の

用
途
と
な
っ
て
い
る
併
用
住
宅

※�

市
内
建
築
業
者
の
工
事
な
ど
に

限
る

【
補
助
額
】

○�

評
点
が
１
・
０
以
上
と
な
る
耐

震
改
修
工
事
：
最
大
１
４
０
万

円（
補
助
率
１
／
１
）

○�

評
点
が
０
・
７
～
１
・
０
未
満
と

な
る
耐
震
改
修
工
事
：
最
大

１
２
０
万
円（
補
助
率
４
／
５
）

○�

簡
易
耐
震
改
修
工
事
：
最
大

40
万
円（
補
助
率
４
／
５
）

持 �

申
込
書（
市
民
局
、
HP
に
設
置
）

受 �

５
月
11
日（
月
）か
ら
窓
口
で

受
け
付
け

問 

都
市
計
画
・
建
築
住
宅
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
５
３
０

製
造
業
経
営
基
盤
強
化

推
進
事
業
補
助
金

　

市
内
の
織
物
業
や
機
械
金
属
業

な
ど
の
製
造
業
者
が
行
う
経
営
基

盤
の
強
化
に
向
け
た
設
備
投
資
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

【
補
助
率
】

　
１
／
３
以
内（
上
限
２
５
０
万
円
）

対 �

市
内
に
住
所
ま
た
は
所
在
地
を

有
し
製
造
業
を
営
む
法
人
、
個

人
事
業
者

※�

国
の「
経
営
力
向
上
計
画
」の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

持 �

申
込
書（
窓
口
、
市
民
局
、
HP

に
設
置
）な
ど

受 �

５
月
29
日（
金
）ま
で
に
窓
口
へ

他 �

▼
補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で

の
交
付
と
な
り
ま
す
。
▼
補
助

金
の
交
付
は
、
事
業
完
了
後
の

実
績
報
告
書
を
提

出
し
た
後
に
な
り

ま
す
。

問 

商
工
振
興
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
４
４
０

大
学
生
な
ど
を
対
象
と
す
る

医
療
費
補
助
金（
令
和
７
年
度
分
）

対 �

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
大

学
生
な
ど
を
扶
養
す
る
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
保
護
者

　

�

令
和
７
年
度
中
に
▼
19
歳
か
ら

22
歳
に
な
っ
た
人
▼
大
学
や
専

門
学
校
な
ど
市
が
認
め
る
教
育

施
設
に
在
学
し
て
い
た
人
▼
福

祉
医
療
（
母
子
・
父
子
家
庭
医

療
、障
害
者
医
療
）、生
活
保
護
、

子
育
て
支
援
医
療
の
適
用
を
受

け
て
い
な
い
人
▼
婚
姻
し
て
い

な
い
人
（
事
実
婚
含
む
）

【
補
助
金
額
】　

　

大
学
生
な
ど
の
受
診
に
係
る
１

カ
月
１
医
療
機
関（
入
院・外
来
別
、

保
険
調
剤
薬
局
分
含
む
）ご
と
に

２
０
０
円
を
超
え
た
自
己
負
担
分

【
補
助
対
象
期
間
】

　

令
和
８
年
２
、３
月
の
診
療
分

持 �

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
の

補
助
金・助
成
金
など

簡易耐震改修

耐震改修

6 月 1 日 （月） は、 軽自動車税、
固定資産税 （1 期） の納期限です
納期を過ぎると督促状を送付することがあり

ますので、 納期限までに納付し

てください。 ※口座振替のほか

スマホアプリでも納付できます。

（詳細は HP をご覧ください）

問 税務課（℡0772-69-0180）

情 報 情 報
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広
告

広 報 京 丹 後 に 掲 載 する広告を募 集して います。

詳細はコチラ

お気軽にお問い合わせください。
 問 秘書広報広聴課
 ℡ 0772-69-0110

５月は赤十字運動月間
  活動資金へのご協力をお願いします。

日本赤十字社は、災害時の救護
活動をはじめ、救急法講習など
の活動をしています。5 月 1日
からの赤十字運動月間において
活動資金にご協力をお願いしま
す。【目安額：3,965,000 円】

令和７年度は、目安額を大きく
上回ることができました。
▶目安額：4,030,000 円
▶実績額： 5,518,691 円

問日本赤十字社京丹後市地区 
℡ 0772-69-0310

こころが苦しい、生きるのが
つらいと感じたら
１人で悩まず相談してください。秘密は厳守されます。

【電話相談】
＃いのちのSOS
℡ 0120-061-338

【LINE 相談】
生きづらびっと

一般：1,200 円 （当日 300 円増）
シニア（要証明）：1,000 円 （当日 100 円増）
障がいのある方：1,000 円 （当日 100 円増）
高校生以下：800 円（3 歳以上有料）
※友の会会員前売りのみ1,000 円（2 枚まで）

丹後文化会館 ℡ 0772-62-5200問

時 ①10：00 ②14：00 ※上映時間 103 分 
料

「TOKYOタクシー」
丹後映画大好き劇場 №86

5.24sun

FAX℡〒 郵便 電話 ファクシミリ HP ホームページ メール ※ 料金表示のないものは無料、受付表示のないものは申込不要です

令
和
８
年
度
京
丹
後
市
職
員

（
医
療
技
術
職
員
）採
用
試
験

　

採
用
職
種
、
受
験
資
格
な
ど
の

詳
細
は
、
HP
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
試
験
日
】

　
５
月
23
日（
土
）
８
時
50
分
～

【
採
用
予
定
日
】

　
令
和
９
年
４
月
１
日
（
木
）

受 

５
月
13
日（
水
）ま
で

他 �

第
２
回
目
以
降
の
採
用
試
験

は
随
時
募
集
を
行
う
予
定
で

す
。募
集
開
始
時
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

HP
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問 

医
療
政
策
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
６
０

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣

事
業
応
募
者
を
募
集

　

旧
耐
震
基
準
に
建
て
ら
れ
た
市

内
木
造
住
宅
（
２
階
建
て
以
下
）

の
耐
震
性
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断

士
を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
を
行
い

ま
す
。

対 �

次
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合

が
対
象
で
す
。

　

�

▼
市
内
在
住
で
対
象
住
宅
を
所

有
ま
た
は
居
住
し
て
い
る
人
▼

昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着

工
さ
れ
た
一
戸
建
住
宅
▼
併
用

住
宅
に
お
い
て
は
１
／
２
以
上

の
床
面
積
が
住
宅
の
用
途
と

な
っ
て
い
る
も
の

料 �

３
０
０
０
円

持 �

申
込
書
（
市
民
局
、HP
に
設
置
）

受 �

５
月
11
日（
月
）か

ら
窓
口
で
受
け
付

け
問 

都
市
計
画
・
建
築
住
宅
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
５
３
０

令
和
８
年
度
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
を
募
集

　

厚
生
労
働
省
で
は
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
生
活
福
祉

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
慰
霊
巡
拝
地
域
】

　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、北
ボ
ル

ネ
オ
、イ
ン
ド
、ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、中
国
東
北
地

方（
旧
満
州
地
区
全
域
）、硫
黄
島

対 �

戦
没
者
の
遺
族

問 

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
事

業
課
事
業
推
進
室

℡
０
３（
５
２
５
３
）１
１
１
１

問 

府
健
康
福
祉
部
地
域
福
祉
推
進

課
恩
給
・
援
護
担
当

℡
０
７
５（
４
１
４
）４
６
２
０

問 

生
活
福
祉
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
１
０

自
衛
官
等
募
集

※�
募
集
種
目
や
試
験
日
程
並
び
に

自
衛
隊
の
説
明
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

京
丹
後
地
域
事
務
所

℡
０
７
７
２（
64
）２
４
９
８

ひ
と
り
親
家
庭
奨
学
金

　【
支
給
額（
１
人
当
た
り
の
年
額
）】

〇
乳
幼
児　

１
万
１
０
０
０
円

〇
小
学
生　

２
万
１
５
０
０
円

〇
中
学
生　

４
万
３
０
０
０
円

〇
高
校
入
学
支
度
金

　

４
万
５
０
０
０
円（
１
回
限
り
）

受 ��

５
月
22
日（
金
）ま
で
に
申
請
書

（
窓
口
、
市
民
局（
峰
山
除
く
））

を
窓
口
へ
提
出

他 ��

▼
申
請
が
遅
れ
た
場
合
は
申
請

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
▼
同
様

の
奨
学
金
な
ど
と
併
給
禁
止
・

併
給
調
整
な
ど
あ
り

問 

丹
後
保
健
所

℡
０
７
７
２（
62
）４
３
０
２

問 

こ
ど
も
未
来
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
３
４
０

京
丹
後
市
ド
ッ
ク

時 �

６
月
８
日（
月
）～
２
月
５
日（
金
）

対 �

受
検
日
に
市
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
・
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
人

【
人
間
ド
ッ
ク
（
国
保
・
後
期
）】

　

満
40
歳
以
上
の
方

 

子 

育 

て

 

健
康
と
福
祉

 
募 

集

【
節
目
ド
ッ
ク
（
国
保
の
み
）】

○�

満
40
歳
（
昭
和
61
年
４
月
１
日

～
昭
和
62
年
３
月
31
日
）

○�

満
45
歳
（
昭
和
56
年
４
月
１
日

～
昭
和
57
年
３
月
31
日
）

○�

満
50
歳
（
昭
和
51
年
４
月
１
日

～
昭
和
52
年
３
月
31
日
）

○�

満
55
歳
（
昭
和
46
年
４
月
１
日

～
昭
和
47
年
３
月
31
日
）

○�

満
60
歳
（
昭
和
41
年
４
月
１
日

～
昭
和
42
年
３
月
31
日
）

【
脳
ド
ッ
ク
（
国
保
の
み
）】

　

満
40
歳
～
74
歳
（
受
検
日
に
74

歳
以
下
）

【
歯
科
健
診
（
国
保
の
み
）】

　

丹
後
ふ
る
さ
と
病
院
、
久
美
浜

病
院
、
御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
レ

デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
含
む
）
で
人
間

ド
ッ
ク
、
節
目
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ

ク
を
受
け
る
場
合
に
同
日
受
診
が

可
能

持 �

資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ

受 �

５
月
11
日（
月
）か
ら
６
月
５

日（
金
）ま
で
に
窓
口
、
市
民

局（
峰
山
除
く
）へ

他 �

令
和
８
年
度
に
76
歳
に
な
る
人

の
歯
科
健
診
に
つ

い
て
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問 

保
険
事
業
課

℡
０
７
７
２（
69
）０
２
２
０

募集種目 受付期間

一般曹候補生（第１回） 3/1（日）〜5/7（木）

２等陸、海、空士
（任期制自衛官）

常時受付
※詳細はお問い合わせ

幹部候補生
（第２回）

一般

4/22(水)〜6/5(金)
（飛行（空）を除く）

専門（陸）

一般（陸音楽）

薬科・薬剤

問 医療政策課 ℡ 0772-69-0360

「虐待かも」と思ったら①⑧⑨番へ
お近くの児童相談所の専門家が対応します。連絡は匿名で
大丈夫。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

問 京丹後市こども家庭センター（子育て支援課） ℡ 0772-69-0370

当番医
診療 ・  9 ～ 12 時
時間 ・ 14 ～ 17 時

診療科目：内科

※発熱症状がある場合、または小児科受
　診はあらかじめ当番医へ連絡してください。
※受付終了時間が医療機関によって異な
　るため、当番医へ確認してください。
※市内の救急病院は、丹 後中央病院、
　弥栄病院、久美浜病院です。

休日応急診療
 329（水） 弥栄病院 ℡ 0772-65-2003

 3  5（火） 丹後ふるさと病院 ℡ 0772-72-5055

 317（日） 弥栄病院 ℡ 0772-65-2003

5.  3（日） 弥栄病院 ℡ 0772-65-2003

 3  6（水） 丹後ふるさと病院 ℡ 0772-72-5055

 324（日） 久美浜病院 ℡ 0772-82-1500
 331（日） 弥栄病院 ℡ 0772-65-2003

 3  4（月） 久美浜病院 ℡ 0772-82-1500

 310（日） 久美浜病院 ℡ 0772-82-1500

℡ 0772-72-50554.26（日） 丹後ふるさと病院

5 月 献血カレンダー
問 健康推進課 ℡ 0772-69-0350

8（金）

大宮庁舎

11：30
15：30

 9：30 ～
12：45 ～

日
時

場
所

10（日）

ショッピングセンターマイン

11：30
15：30

 9：30 ～
12：45 ～

日
時

場
所

15（金）

京丹後市役所

11：30
15：30

 9：45 ～
12：45 ～

日
時

場
所

19（火）

丹後庁舎

11：30
15：00

10：00 ～
12：45 ～

日
時

場
所

FAX℡〒 郵便 電話 ファクシミリ HP ホームページ メール ※ 料金表示のないものは無料、受付表示のないものは申込不要です
市役所 （代表） ℡ 0772-69-0001 H P 〔https://www.city.kyotango.lg.jp/〕

料日時 場所 対象者 定員 料金 受付 持参物 その他 問い合わせ【 記号の見方 】 ➡ 対所時 定 持 受 他 問

情 報 情 報
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市政情報やホットな地域の話題をお届け
します。
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詳しい番組表
はコチラ

00
15
30
45

00
15
30
45

00
15
30
45

00
15
30
45

00
15
30
45

00
15
30
45

00
15
30
45

00
15
30
45

番組のご案内
健康体操

京丹後おしらせ便
歴史街道

週間！ニュース

京丹後おしらせ便京丹後おしらせ便 京丹後おしらせ便
歴史街道

京丹後おしらせ便

のびのび体操

週間！ニュース
京 都 地 域 ニ ュース

番組のご案内
健康体操

「週間！ニュース」前週分

週間！ニュース
「週間！ニュース」前週分

京丹後市イベント情報！

再

再

※ d データ放送では、防災ハザードマップや避難所情報、ごみカレンダーなどがご覧いただけます。※ テレビの電子番組表でもご覧
になれます。※ 番組の内容や時間は予告なく変更する場合があります。　　　再放送　　 　特集番組　　 　アンコール放送
ケーブルテレビの障害や料金、サービス内容に関するお問い合わせ 問 全関西ケーブルテレビジョン ℡ 0120-968-138

再 特

京丹後おしらせ便

週間！ニュース

歴史街道

ア

丹後語り部の会制作動画第16 回

歴 史 街 道
京丹後おしらせ便

京丹後おしらせ便
歴史街道

のびのび体操

丹後語り部の会制作動画第 5 回

消防庁火災予防ビデオ
歴 史 街 道

番組内容未定

令和 8 年
京丹後市はたちを祝う式典

〈3 月 15 日開催〉

 つなごうたんご第 17 回
「amu-hum」

 つなごうたんご第 17 回
「amu-hum」

tantan kura around 
in 海の京都

～丹後丹波の酒蔵くるり～
〈5 月 24 日 ･31 日開催〉

 つなごうたんご第 16 回
「株式会社イーグル」

消防庁火災予防ビデオ

 令和 7 年度
 丹後文化芸術祭

｢アマチュアロックフェスティバル｣
後半

〈2 月 15 日開催〉

 令和 7 年度
 丹後文化芸術祭

｢アマチュアロックフェスティバル｣
前半

〈2 月 15 日開催〉

第 8 回
京丹後長寿研究報告会

2 部
〈8 月 24 日開催〉

社会科見学 TV
「網野給食センター編」

番組内容未定

 つなごうたんご第 16 回
「株式会社イーグル」

　令和７年度
京丹後市ジオパークガイド

研修会
〈11 月 7 日 ･17 日開催〉

与謝野町
有線テレビ制作番組 

健康プラザ

令和 8 年
京丹後市はたちを祝う式典

〈3 月 15 日開催〉

 番組内容未定

 丹後語り部の会制作動画 
第23回

番組内容未定

第 23 回
丹後100km

ウルトラマラソン
〈9 月 13 日 ･14 日開催〉

 つなごうたんご第 16 回
「株式会社イーグル」

再

再

再

特

特

特

特 特

  つなごうたんご第 18 回
　「地域おこし協力隊 中里さん」

 つなごうたんご第16 回
「株式会社イーグル」

    番組内容未定

特

ア

特

特

特

歴史街道

番組内容未定社会科見学 TV
「網野給食センター編」

特

再

再

こどもの居場所づくり講演会
〈10 月 31 日開催〉

再

ア

丹後語り部の会制作動画第 6 回

 つなごうたんご第 18 回
　「地域おこし協力隊 中里さん」

第 8 回
京丹後長寿研究報告会

１部
〈8 月 24 日開催〉

ア

特

ア

消防庁火災予防ビデオ

丹後語り部の会制作動画第 22 回

ア

 つなごうたんご第17 回
「amu-hum」

特 つなごうたんご第 17 回
「amu-hum」

ACTV 京丹後局・八頭局共同制作
「いろどり寄席」 第 2 回

特

ア

ア

ア

特

丹後語り部の会制作動画
第 23 回

ACTV 京丹後局・八頭局共同制作
「いろどり寄席」 第 2 回

歴史街道

ACTV 京丹後局・八頭局共同制作
「いろどり寄席」 第 2 回

社会科見学 TV
「網野給食センター編」

再

 つなごうたんご第16 回
「株式会社イーグル」

ACTV 京丹後局・八頭局共同制作
「いろどり寄席」 第 2 回

ACTV 京丹後局・八頭局共同制作
「いろどり寄席」 第 2 回

再

再丹後語り部の会制作動画第 22 回

4/25（土）～ 5/1（金） 5/2（土）～ 5/8（金） 5/16（土）～ 5/22（金）5/9（土）～ 5/15（金）

4/25（土）～ 5/22（金）

33 2 0 2 6

※ 相談は原則無料で、秘密は厳守しますので安心してご相談ください。※ 相談は原則無料で、秘密は厳守しますので安心してご相談ください。

相談窓口・相談会 日　時 場　所 内容など 予約 申込・問い合わせ先

癒しのカフェ
通仙亭

6/  3（水）10：00～14：00 まちまち案内所

悩みのある方が、ゆっ
たり過ごせて気軽に悩
みを話せる居場所

不要

健康推進課
（℡0772-69-0350）

第1・2・3・4月曜
13：00〜16：00
※5/14（木）は休業

喫茶去　通仙亭
癒しのカフェ通仙亭運営委員会

（℡0772-83-0139）
健康推進課（℡0772-69-0350）

上記日程以外
随時受付

予約時にご相談く
ださい 事前 健康推進課

（℡0772-69-0350）

こころの健康相談 5/25（月）  9：00～17：00 峰山庁舎 2 号館 保健師・臨床心理士がここ
ろの悩みをお聞きします 事前 健康推進課

（℡0772-69-0350）

健康・栄養相談 5/25（月）  9：00～11：30 峰山庁舎 2 号館
保健師、管理栄養士が健康
づくりや食生活のコツな
どをアドバイスします

事前 健康推進課
（℡0772-69-0350）

ひきこもり相談 平日　　　  9：00～18：00
 （水曜午後除く）

労協センター事業団
「ひととわ」

ひきこもりがちな状態に
ある方やご家族、関係す
る方々への出張相談

事前
労協センター事業団

「ひととわ」
（℡080-2507-9010）

就職個別相談会 5/  7（木）10：00～16：00
　21（木）10：00～16：00

峰山総合福祉センター
峰山地域公民館

就職活動の相談にマン
ツーマンで相談に応じ
ます（1 人 50 分）

事前 北京都ジョブパーク
（℡0773-22-3815）

看護就業相談会
（看護補助者含む） 6/  5（金）13：30～15：00 ハローワーク峰山

復職・転職に関する相談、
情報提供、再就業のため
の研修情報の提供

不要
公益社団法人京都府看護協会
京都府北部看護職支援センター

（℡0772-46-9002）

若者向け就職相談 月・火・木　11：00～16：00
 （閉庁日を除く）

寄り添い支援総合
サポートセンター

15 歳～ 49 歳の就職活動を
している方と家族を対象に
就職をサポート（１人50分）

事前
北京都若者サポートステーション
京丹後サテライト

（℡050-3559-2804）

行政相談 5/13（水)13：30～15：30 丹後庁舎 行政の困りごとについて
の苦情や意見、要望など 不要 京都行政監視行政相談センター

（℡075-802-1100）

司法書士相談
5/  7（木）13：30～16：30 峰山地域公民館 登記、多重債務、法律

相談（１人 30 分程度）
事前

京都司法書士会総合相談センター
（℡075-255-2566）

5/13（水）14：00～16：00 京都地方法務局
京丹後支局

相続・遺言に関する相
談（１人 30 分程度）

京都司法書士会
（℡075-585-4113）

行政書士相談 5/13（水）10：00～12：00 峰山総合福祉センター 建設業許可、農地法、相続・
遺言、各種契約書作成など 不要 京都府行政書士会第1支部事務局

（℡0772-68-0237）

聞こえの相談会 5/14（木）13：30～16：30 峰山地域公民館 言語聴覚士による聴力測定や
聞こえや補聴器に係る相談 事前 京丹後市聴覚言語障害センター

（℡0772-62-5529）
年金事務所による

「年金相談」
5/28（木）10：30～15：45
6/18（木）10：30～15：45 峰山総合福祉センター 「年金手帳」などの基礎年

金番号が分かるものを準備 事前 舞鶴年金事務所
（℡0773-76-5772）

近畿税理士会峰山支部
税理士相談 6/10（水）13：00～16：00 峰山地域公民館 所得税等の税務相談

（1 人 30 分程度） 事前 峰山納税協会
（℡0772-62-5458）

消費生活相談 月～金　　  9：00～17：00
 （閉庁日を除く）

消費生活センター
（寄り添い支援総合
 サポートセンター内）

契約やクーリング・オ
フの方法など、消費生
活に関する相談

不要
京丹後市消費生活センター

（℡0772-62-6768）
消費者ホットライン（℡188）

女性相談・面談 5/20（水）13：15～16：05 予約時に
お伝えします

女性問題専門のカウンセラー
が女性の悩みに答えます 事前 市民課

（℡0772-69-0210）

女性電話相談 月～金　　  8：30～17：15
 （閉庁日を除く） ― 家庭内トラブル、人間

関係、DV など 不要 女性電話相談専用ダイヤル
（℡0772-69-0217）

成年後見サポート
センター

月～金　　  8：30～17：15
 （閉庁日を除く）

峰山総合福祉センター
敷地内西側建物

成年後見制度などの権利擁
護支援に関する相談や支援 不要

寄り添い支援総合サポートセンター
（℡0772-62-0032）

長寿福祉課（℡0772-69-0330）
障害者福祉課（℡0772-69-0320）

人権擁護委員による
人権相談 毎週木曜　  9：00～16：00 京都地方法務局京丹後支局 差別、いやがらせなど

の相談に対応 不要 京都地方法務局京丹後支局
（℡0772-62-0365）

特設人権相談 5/  1（金）13:30～16：00 弥栄地域公民館

ヤングケアラー相談 月～金（閉庁日を除く）
9：00〜16：30（来庁）
8：30〜17：15（電話）

峰山総合福祉センター

家族のお世話や家事をし
ている子どもと保護者か
らの相談に応じます。

不要
こども家庭センター

（子育て支援課）
（℡ 0772-69-0370）こども家庭センター

妊娠・出産・子育て・家庭
に関する相談。電話、来訪、
訪問など希望に応じます

情 報
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本紙の情報は 4月15日現在のものです。内容によっては、
発行時に変わっている場合もありますのでご了承ください。

後期高齢者
医療支援金分

（全加入者対象）

所得割 2.22％ 2.50％ 0.28％
資産割 3.20％ ― △ 3.20％
均等割 6,200 円 8,200 円 2,000 円
平等割 10,700 円 12,000 円 1,300 円

国民健康保険制度について  問 保険事業課 ℡ 0772-69-0220  ／  国民健康保険税について  問 税務課 ℡ 0772-69-0180

国民健康保険税の改定と「子ども・子育て支援金分」の追加

　市はこれまで、加入者の医療給付に必要となる納付
金や保険事業などの運営を賄っていくため基金を活
用しながら税率の上昇をできるだけ抑えてきました
が、府へ納めなければならない納付金が上がっていく
一方で、医療費の増加と加入者数減少により資金とし
ての税収入は減少しており、令和 9 年度には、基金
を活用しても資金が不足する見込みとなりました。そ
のため税率を改定することとし、急激な負担増を避け
るため令和 8 年度から国民健康保険税の改定を行い
ます。また、国の制度改正により新たに全国共通で「子
ども・子育て支援金分」を国民健康保険税と併せて負
担いただくこととなります。令和 8 年度の国民健康
保険税納税通知書は、６月中旬に送付する予定です。

子ども子育て支
援金について

※国民健康保険の財政運営は、都道府県単位
で行っており、本市を含む府内市町村は、京都
府に納める納付金の割り当てを負担し、各種
手続きや保険事業などの運営を行っています。

地図／国土地理院 Web
https://maps.gsi.go.jp/#13
/35.573984/135.103340/&b
ase=pale&ls=pale&disp=1
&vs=c0g0j0h0k0l0u0t0z0r
0s0m0f1

広報京丹後では、京丹後警察と協力してより安全で
安心なまちづくりを目指し、本市の交通情報や事故
状況などをお知らせします。みんなで交通ルールを
守り、事故のないまちをつくりましょう。

R 7 年度 R 8 年度 増 減

医 療 分
（全加入者対象）

所得割 6.56％ 7.18％ 0.62％
資産割 9.55％ ― △ 9.55％
均等割 19,000 円 23,500 円 4,500 円
平等割 30,700 円 32,500 円 1,800 円

介 護 分
（40 ～ 64歳）

所得割 2.10％ 2.31％ 0.21％
資産割 3.25％ ― △ 3.25％
均等割 7,900 円 9,600 円 1,700 円
平等割 9,300 円 9,500 円 200 円

子ども・子育て
支援金分

※ 18歳以上は
　 均等割額に
　 100円が加算
　 されます

所得割 ― 0.35％ 0.35％
資産割 ― ― 0％
均等割 ― 1,300 円 1,300 円
平等割 ― 800 円 800 円

京丹後警京丹後警察察からからのの

交通交通安全安全情報情報
問 京丹後警察署 ℡ 0772-62-0110

55月月

交通事故防止の POINT

５月は、自転車安全利用推進月間です。
自転車事故で亡くなった方の半数は、
頭部に怪我をされています。自転車に
乗るときは、頭を守るために
ヘルメットを着用しましよう。

▶ 今年２月中の事故発生状況

312

１

5
Vol . 266

R8 2 月末 3 月末 増減
総人口 48,977 48,743 -234

男 23,579 23,483 -96
女 25,398 25,260 -138

世帯数 22,823 22,860 37

市
人
口

届出（R8.3.1 ∼ 31）
転入 192 その他の

事由による
増減

転出 373
出生 16
死亡 68 -1

 ➊峰山町 国道 312号
 　 21：46 頃

 車両と車両の出会い頭
 による事故（軽傷）

連 載

相続登記を  

知ってますか？

空
き
家
を
活
用
す
る
、と
い
う
選
択  
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相
続
登
記
義
務
化
前
に
発
生
し
て
い

た
相
続
に
対
し
て
設
け
ら
れ
た
「
手
続

き
を
済
ま
せ
る
た
め
の
猶
予
期
間
」
が

３
年
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

令
和
６
年
に
制
度
が
義
務
化
さ
れ
、
あ

と
１
年
で
過
料
の
対
象
と
な
る
可
能
性

が
相
続
人
全
員
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
点

も
踏
ま
え
、
今
回
は
相
続
登
記
に
つ
い

て
、
京
都
司
法
書
士
会
丹
後
支
部
の

松ま
つ
う
ら浦

順じ
ゅ
ん

哉や

先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

● お問い合わせやご相談

問 京丹後市空き家相談窓口 
℡ 080-7430-5700
　 （丹後暮らし探求舎内）

松浦 順哉 さん

相
続
登
記
の
話
を
し
よ
う
。

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

相
続
登
記
義
務
化
は
、
過
去
の
相
続
に
も
適
用
。

　
「
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
の
届

出
を
し
た
か
ら
名
義
変
更
も
済
ん
で
い

る
と
い
う
勘
違
い
が
非
常
に
多
い
で

す
。
親
名
義
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
実

は
先
代
、
先
々
代
の
名
義
の
ま
ま
と
い

う
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現

勘
違
い
し
や
す
い

ポ
イ
ン
ト
は
？

　
「
基
本
的
な
手
順
は
、
①
財
産
の
確

認
、
②
遺
言
書
が
あ
る
か
無
い
か
、
③

相
続
人
が
誰
か
の
確
認
、
の
流
れ
で
す
。

た
だ
、
自
分
が
知
ら
な
い
土
地
が
あ
っ

た
り
、
す
で
に
壊
し
た
建
物
の
記
録
が

残
っ
て
い
た
り
と
、
個
人
で
全
て
を
把

握
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
相
続

手
続
き
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
、
同

じ
も
の
は
一
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
の
種
類
で
い
え
ば
、
名
義
変
更

や
相
続
人
の
確
認
は
司
法
書
士
、
家
族

間
の
話
し
合
い
や
交
渉
が
必
要
な
場
合

は
弁
護
士
、
未
登
記
建
物
を
一
か
ら
登

ま
ず
は
何
か
ら

始
め
た
ら
い
い
？

在
、
相
続
登
記
さ
れ
て
い
な
い
土
地
の

面
積
は
全
国
で
九
州
地
方
の
面
積
に
匹

敵
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

記
す
る
場
合
は
土
地
家
屋
調
査
士
が
担

当
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
生

か
し
て
、
難
し
い
問
題
も
し
っ
か
り
支

え
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
」

　
「
以
前
、
あ
る
ご
親
族
が
亡
く
な
ら
れ

た
際
、
調
査
で
面
識
の
な
い
相
続
人
が

判
明
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

時
は
す
ぐ
に
動
い
た
た
め
、
当
時
の
事

情
を
知
る
方
と
連
絡
が
つ
き
、
円
滑
に

手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
も

し
５
年
、
10
年
と
放
置
し
て
事
情

を
知
る
世
代
が
い
な
く
な
っ
て

い
た
ら
、
解
決
は
非
常
に
困
難

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
早
め
の
着
手
が
重
要
だ
と

言
え
ま
す
」

早
め
の
手
続
き
が

大
切
な
理
由
は
？

　
「
最
後
に
、
こ
れ
は
一
部
の
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
全
員
に
関
わ
る
問
題
で
す
。

今
の
う
ち
に
名
義
変
更
を
し
て
お
か
な

い
と
、
将
来
に
負
担
を
残
し
て
し
ま
う

こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
家
族
み
ん
な
で
一
度
考
え
る

き
っ
か
け
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
相
続
登
記
の
猶
予
期
間
は

ま
だ
１
年
あ
る
の
で
、
何
か
ら
手
を
つ

け
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
時
は
、

ま
ず
近
く
の
専
門
家
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
」

相続登記とは相続登記とは
亡くなった人（被相続人）が所有亡くなった人（被相続人）が所有
していた土地や建物の名義を、引していた土地や建物の名義を、引
き継いだ相続人の名義へ書き換えき継いだ相続人の名義へ書き換え
る手続きのこと。令和 6 年 4 月る手続きのこと。令和 6 年 4 月
から申請が義務化され、不動産のから申請が義務化され、不動産の
取得を知った日から 3年以内に正取得を知った日から 3年以内に正
当な理由なく申請しないと、10当な理由なく申請しないと、10
万円以下の過料が科される可能性万円以下の過料が科される可能性
があります。があります。

問 京都司法書士会▶
　 （丹後支部 まで）
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見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

広報紙に関する
ご意見、ご感想
はコチラ

な情報

お知らせ

LINE
欲しい情報を
選べる市公式
アカウント

子育て応援
サイト
京丹後の子育て
情報が満載

空き家情報
バンク
新しい空き家物
件などを紹介

まちの役立つ情報を発信中

SNSSNS・・WebWebサイサイトト

桜並木（峰山・小西川）

市役所横の小西川沿い
の桜も満開です
生活福祉課職員（40代）

みんなのジオパーク第 15 回

フォトコンテスト京丹後市賞が決定！

　昨年 6 月から今年 1 月まで募集が行われたフォトコンテスト「山陰
海岸ふぁんたじ～お 2025」において、応募総数 907 点の中から「漁
港の夕景」 が京丹後市賞に決定しました。このコンテストは、山陰海
岸ジオパークの魅力的な風景をより多くの人に知ってもらうため、エリ
ア内で出会った息をのむ自然、歴史を感じる建造物、心が躍るような
写真を募集したものです。皆さんも身近にあるジオパークの見どころ
へ行って、地球の歴史や私たちの暮らしについて考えてみませんか？

問 山陰海岸ジオパーク推進協議会℡ 0796-26-3783

HP はコチラ

漁港の夕景
【photo】@kazumi_y1204
【location】間人大橋

自然の壮大さと人々の生活
が息づく日本海の漁港が写
されており、ジオパークの魅
力を象徴する一枚。

５月８日（金）より全国公開 
　 出演：佐々木蔵之介　藤原季節　内藤剛志　ほか

自然豊かで多彩なロケーションに富んだ京丹後は、映画やドラマなど多くの映像
作品の舞台として撮影が行われています。ここでは作品で使用された市内ロケ地や
京丹後ロケの最新情報をお届けします。

KYOTANGO Film 　　　 Commission
京丹後  フィルム　 コミッション

作品紹介

問 観光振興課℡ 0772-69-0450

詳細は
コチラ

「幕末ヒポクラテスたち」

あらすじあらすじ
幕末の京都の村を舞台に、漢
方医と蘭方医が競い合う時代
を描いた医療時代劇。貧しい
人からは診察代を取らない蘭方
医・大倉太吉と、“どんな病も
葛根湯” が信条の漢方医・玄
斎は犬猿の仲。ある日、気性
の荒い若者・新左を手術で救っ
たことをきっかけに、太吉たち
の運命が動き始める。
主演は佐々木蔵之介。京都府
立医科大学創立 150 周年を記
念して制作された作品。ⒸⒸ 2026「幕末ヒポクラテスたち」製作委員会

京丹後市観光公社のHP「京丹後ナビ」
にて、京丹後市のロケ地やロケ作品を
紹介しています。ぜひご覧ください。

五十河の里「民家苑」農楽堂
これまでも多くの映画でロケ地となってき
た大宮町の五十河の里「民家苑」農楽
堂。今回の映画「幕末ヒポクラテスたち」
でも民家苑の昔ながらの景観が作品の舞
台として登場します！

※
 本

紙
に

掲
載

の
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R
コ
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は
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社
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